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巻頭図版１

課外活動共用施設地点遺物包含層出土打製石斧（弥生前期）

医療技術短期大学地点第５層胴部穿孔弥生前期土器出土状況



医療技術短期大学地点土坑 SK302遺物出土状況

同　　　上

巻頭図版２



医療技術短期大学地点土坑 SK303遺物出土状況

医療技術短期大学地点現地説明会

巻頭図版３



　このたび、徳島大学蔵本団地の再開発に際して、徳島県教育委員会によって実施された埋蔵文化財発

掘調査報告書の第４冊目が、徳島県教育委員会と徳島大学埋蔵文化財調査室の共同事業として刊行され

ることとなった。本報告刊行事業は、これによって完了することとなる。

　今回報告されるのは、いずれも蔵本団地内に所在する地点である。それぞれ、昭和５９年（１９８４年）

に調査した課外活動共用施設地点と、昭和６２年（１９８７年）調査の医療技術短期大学地点、そして、昭

和５８年（１９８３年）に実施した弓道場建設に伴う立会調査の、計３か所の調査成果である。これらの調

査でも、他の地点と同様貴重な成果がえられている。

　課外活動共用施設地点は、平成１７年（２００５年）報告の体育館地点、昨年度報告の体育館器具庫地点

に隣接しており、体育館地点・体育館器具庫地点同様、弥生時代前期末から中期初頭（約２，４００年前）

ごろのゴミ穴が検出されており、当時の集落像の一端をあきらかにするとともに、調査面積が比較的狭

いにもかかわらず、土器・石器が多量に出土した。

　医療技術短期大学地点では、おもに弥生時代前期から古墳時代中期にかけての土器や石器など、質量

とも豊富な資料が出土した。弥生時代前期の遺構は、付近に住居が存在したことをうかがわせる内容と

なっている。また、弥生時代中期前葉の溝から多量の土器が出土した。古墳時代中期の溝からは、勾玉

形石製品が出土しており、当時の祭祀の跡と考えられる。

　これらの報告内容をみると、蔵本団地が、弥生時代から現在にいたる、県下屈指の貴重な遺跡である

ことと、古来県域の活動の最先端を担う地区であった事実をあらためて実感できる。今後も、学生の教

材や市民への普及活動などの資料として、地域貢献に有効活用していきたい。

　それぞれの発掘調査がおこなわれてから、諸般の事情によって報告書刊行までに長い期間を要した。

これらの実現にご尽力いただいた、発掘調査担当の徳島県教育委員会教育文化政策課（当時文化課）、遺

物の保管・展示にあたられた公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター、報告書作成業務を担当した本学

施設マネジメント部ならびに同埋蔵文化財調査室の諸氏をはじめ、様々な形でこれらの調査、調整およ

び報告書作成に貢献された皆様に心より御礼申しあげる。

　　平成２３年３月１８日

国　 立　 大　 学　 法　 人
徳島大学埋蔵文化財調査室長

中村　　豊

序　　　　文



１　本報告書は、徳島市庄遺跡徳島大学蔵本団地内課外活動共用施設、医療技術短期大学（現医学部保

健学科）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。なお、課外活動共用施設地点の試掘調査で

ある「部室トレンチ」出土資料も、課外活動共用施設地点に含めて報告している。また、弓道場建

設に伴う立会調査出土資料の報告もあわせておこなった。

２　遺跡の所在地は、徳島市庄町１丁目７８番地の１・徳島市蔵本町２丁目５０番地の１である。

３　本報告書は、調査担当の徳島県教育委員会文化課（現教育文化政策課）と整理担当の徳島大学埋蔵

文化財調査室の合意に基づく共同刊行物の第４冊目である。詳細な経緯は、２００５年３月末刊行の

『庄（庄・蔵本）遺跡−徳島大学蔵本団地体育館建設に伴う発掘調査報告書−』を参照されたい。

４　考察編は後年刊行の予定である。

５　本遺跡は、平成１８年刊行『徳島県遺跡地図』においては、「蔵本遺跡」として登録されている。し

かし、

　　○調査当時から平成１８年より前は「庄遺跡」として登録されていた。

　　○蔵本団地が、明治初期の地籍上庄町・蔵本町にまたがることから、本学においては独自に　「庄・

蔵本遺跡」と呼称している。

　　以上２点の理由から、混乱をさけるために、便宜上表題を「庄（庄・蔵本）遺跡」とし、本文中は

庄遺跡としている。

６　○課外活動共用施設地点の発掘調査担当者は、福家清司（当時徳島県教育委員会文化課主事）、久保

　脇美朗・西谷俊則（以上当時徳島県教育委員会文化課文化財調査員）である。

　　○医療技術短期大学地点の発掘調査担当者は、羽山久男（当時徳島県教育委員会文化課主事）、久保

　脇美朗・北原雅代・小山雅雄・竹治寿人（以上当時徳島県教育委員会文化課文化財調査員）である。

　　○弓道場建設に伴う立会調査の担当者は、島巡賢二（当時徳島県教育委員会文化課主事）である。

７　遺物の整理作業は、徳島県教育委員会文化課、財団法人徳島県埋蔵文化財センターならびに徳島大

学埋蔵文化財調査室にて実施し、発掘調査担当者のほか中村　豊（徳島大学埋蔵文化財調査室長・

准教授・調査員）、山本愛子・加登哲子・岸本多美子・板東美幸（以上同施設マネジメント部技術補

佐員）がおもに分担し、中原　計・遠部　慎（同埋蔵文化財調査室助教・調査員）、堺　圭子・中原

尚子・安山かおり・溝渕寿美礼・上田敦子・前田千夏（以上同施設マネジメント部技術補佐員）が

これを助けた。

８　本書の写真撮影は、現場においては調査担当者がおこない、遺物の写真撮影は中村　豊・板東美幸・

岸本多美子がおもに分担した。

９　図面のトレースは、山本愛子・加登哲子・岸本多美子・板東美幸がおもに分担した。

��　本書の編集・執筆は中村　豊がおこなった。

��　土器実測図の断面は、それぞれ白抜きは弥生土器・土師器を、黒塗りは須恵器・陶磁器を、トーン

は瓦質土器を示している。また、赤彩はトーンで示している。

��　本書に収録した資料、実測図、記録類、写真は徳島県立埋蔵文化財総合センターで保管している。

広く活用されることを望むものである。

例　　　　言



��　整理作業、本書の編集に際しては、上記の諸氏のほかにも多数の方々にご協力いただいた。記して

謝意を表するものである（５０音順、敬称略）。

　　東　　潮、天羽利夫、石井伸夫、一山　典、植地岳彦、氏家敏之、岡山真知子、大川沙織、

　　大北和美、大橋育順、勝浦康守、栗林誠治、近藤　玲、定森秀夫、重見高博、重見美緒子、

　　島田豊彰、下田智隆、菅原康夫、田川　憲、高島芳弘、瀧山雄一、辻　佳伸、西本和哉、

　　早渕隆人、原多賀子、原　芳伸、藤川智之、北條芳隆、三木弘幸、宮城一木、三宅良明、

　　森　清治、山本正弘、湯浅利彦。
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第１章　調査・整理にいたる経緯

第１節　概　　　要

　２０１１年３月現在、徳島大学蔵本団地において実施された埋蔵文化財発掘調査は、立会調査を除いて

２２件を数える（第１図）。このうち、第１次調査体育館器具庫地点から第５次調査動物実験施設地点、お

よび第７次調査医療技術短期大学校舎地点は徳島県教育委員会の担当のもとに実施された。それ以外は

徳島大学による。今回報告するのは、第３次調査課外活動共用施設建設に伴う発掘調査（第１図３）の

成果である。

　昭和５９年（１９８４年）、徳島大学では、蔵本団地に、課外活動共用施設の建設をおこなうこととなっ

た。蔵本団地は、既知の埋蔵文化財包蔵地であったため、当時発掘調査担当部門をもたなかった徳島大

学では、徳島県教育委員会文化課（現教育文化政策課）に事前発掘調査を依頼した。調査は昭和５９年

（１９８４年）７月３日から８月１０日にかけておこなわれた。調査面積は１５７㎡である。

第２節　調査・整理体制

　徳島県教育委員会による昭和５９年度当時の調査体制は下記のとおりである。

昭和５９年度

調査担当　徳島県教育委員会文化課　　主　事　　　　　福家　清司

　　　　　同　上　　　　　　　　　　文化財調査員　　久保脇美朗

　　　　　同　上　　　　　　　　　　同　上　　　　　西谷　俊則

　徳島大学による平成２１〜２２年度の整理体制は下記のとおりである。

整理業務担当　埋蔵文化財調査室　　　室長・調査員　中村　　豊（埋蔵文化財調査室准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　整理員　　　　山本　愛子（施設マネジメント部技術補佐員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　加登　哲子（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　岸本多美子（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　板東　美幸（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　溝渕寿美礼（同上、２２年５月３１日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　前田　千夏（同上、２２年６月１日から）
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弓道場

１ 体育館器具庫

２ 体育館

３ 課外活動共用施設

４ 医学部臨床講義棟

５ 動物実験施設

６ 青藍会館

７ 医療技術短期大学

８ 長井記念ホール・

薬学部実験研究棟

９ 医療技術短期大学増築

10 酵素科学研究センター

11 MRI・CT棟

12 附属図書館蔵本分館増築

13 東病棟

14 医薬資源教育研究センター

15 共同溝

16 ゲノム機能研究センター

17 中央診療棟

18 ゲノム機能研究センター増築

19 医学系総合実験研究棟

Ⅱ期改修

20 西病棟

21 医学系総合実験研究棟

Ⅲ期改修その他

22 西病棟新営その他電気設備

工事

第１図　調査地の位置（S=1: 3,000）
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第２章　遺跡の立地と環境

　庄遺跡は、吉野川下流南岸最大の支流である鮎喰川の形成する三角州性扇状地の東岸、眉山の北麓に

位置する（第２図）。この眉山北西麓には縄文後期から近世にいたるまでの、多くの遺跡群が展開してい

る。今日の地名によって、庄遺跡（蔵本遺跡、南蔵本遺跡を含む：１）、三谷遺跡（２）、南庄遺跡（３）、

名東遺跡（４）、鮎喰遺跡（５）に区分されている。

　この一帯では、旧石器時代から縄文後期中葉にいたるまでの遺跡は検出されていない。しかしながら、

鮎喰川下流西岸の矢野遺跡においては、縄文中期末から後期前葉にかけての集落が検出されており、沖

積層に埋没する遺跡については、今後も注意を要する。

　この一帯で集落の形成が本格化するのは縄文後期後葉である。庄遺跡財務省蔵本住宅地点では、後期

後葉の住居跡１棟が検出されている（岡山１９９９）。晩期前半の土器は、庄遺跡旧あさひ学園地点の包含

層で確認されている。晩期後半の凸帯文土器期は、名東遺跡で土器、石器が豊富に出土した（勝浦１９９０）。

三谷遺跡では凸帯文土器と遠賀川式土器が共伴して出土し、多量の石器、貝塚や動植物遺体が検出され、

７体にもおよぶイヌの埋葬が確認された（勝浦ほか１９９７）。

　三谷遺跡と相前後するころ、庄遺跡において弥生前期の集落が形成され始める。前期初頭の遺跡は、

比較的小規模なものが庄遺跡や鮎喰遺跡の微高地上で点々とみつかっている。三谷遺跡のように凸帯文

土器を主体とする小集団と遠賀川式土器を主体とする小集団が混在し、縄文から弥生への移行期を形成

していたものと考えられる。続く弥生前期中葉、庄遺跡は、徳島大学蔵本団地を中心に巨大化しはじめ

る。灌漑用水路を開削し、水田をいとなんでいる。複数棟の住居跡も検出されている。本格的な弥生集

落がようやく形成されたことを示すものである。続く前期末から中期初頭にかけて、徳島大学構内周辺

の遺構群は厚い洪水砂によって埋没してしまう。この埋没過程においても豊富な遺構、遺物が検出され

ているが、やがて、用水路網が荒廃し、集落が解体してしまう。これ以降、１５世紀ごろまで、新たな地

層の堆積は認められない。地形の安定化が、水田経営の難航を招いたものと推察される。

　弥生中期前葉から中葉の集落は、あたかも縄文期に帰ったかのようで、点在するにすぎない。

　弥生中期末から後期初頭にかけて、遺構は再び増加し始める。南庄遺跡では２３棟の竪穴住居跡が密

集して検出され、多量の石器未製品が出土している。名東遺跡で扁平鈕式銅鐸が埋納されたのもおおむ

ねこの時期と考えられる（勝浦１９９０）。庄・南庄・名東の３遺跡合わせて、５０基前後の方形周溝墓が築

かれるのもこの時期である。

　後期前葉に、ふたたび遺構密度はうすくなるが、後期後葉から終末期に、また多数の遺構がみられる

ようになる。このころから鉄器が徐々に増加し、終末期には本格的な鍛冶遺構が検出されている。弥生

終末期の集落は、弥生前期には水田や用水路が存在していたところに立地している。

　古墳時代には名東遺跡の東南、眉山西北麓の丘陵尾根上に前期古墳が点々と築かれる。なかでも節句

山古墳群（１１・１２）や八人塚古墳（１４）が知られている。八人塚古墳は全長６０ⅿ、後円部直径３０ⅿの

規模をもち、川原石を積み上げた、前方後円形の積石塚である。庄遺跡の背後に位置する眉山北麓では、

今のところ古墳はみつかっていない。しかし、遺跡の規模、吉野川河口から紀伊水道を望む地形環境か

らみて古墳が存在しないとは考えにくく、今後、改めて分布調査をおこなう必要があると思われる。こ

れら前期古墳にともなう集落は今のところ明確ではない。しかしながら、溝や井戸などが点々とみつ

かっており、いずれ住居群の存在も確認できると考えている。
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１
２

３

４

５

６

７

８
９

10

12

11

13

14
15

16

17

０ 2.5㎞

１ 庄遺跡（蔵本遺跡、南蔵本遺跡を含む）

２ 三谷遺跡

３ 南庄遺跡

４ 名東遺跡

５ 鮎喰遺跡

６ 大浦遺跡

７ 中島田遺跡

８ 徳島藩主蜂須賀家墓所（万年山地区）

９ 袋井用水の水源地

10 穴不動古墳

11 節句山１号墳

12 節句山２号墳

13 うばのふところ古墳

14 八人塚古墳

15 福万谷１号墳

16 佐古城跡

17 伝蔵本城跡

第２図　周辺の遺跡
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　古墳中期段階の古墳、集落ともこの地域では未見であるが、横穴式石室をもつ後期古墳は点々とみつ

かっている。節句山古墳群などとともに名東遺跡の東南に穴不動古墳（１０）が存在する。しかしながら、

後期古墳にともなう集落跡も明確ではない。

　奈良時代から平安時代の古代律令期の遺構は、庄遺跡や名東遺跡で大型の掘立柱建物跡がみつかって

いる。庄遺跡の加茂名中学校地点、財務省蔵本住宅地点や、体育館地点（第１図２）からは、掘立柱建

物跡や流路が検出されており、墨書土器や土鈴、石製や銅製の帯金具、斎串や人形、鳥形木製品、多量

のモモの種子などが検出されており、付近に官衙的機能を有する機関が存在していた可能性が高い。文

献に残る名方郡衙、のちの名東郡衙は、特定はできないもののおおむねこの地域一帯に存在していたと

考えられる。さらに、庄遺跡では、この時期の条里制地割りに関連すると考えられる溝が検出されてい

る。これらの溝は、若干場所をずらしながらも、中世、近世から今日にいたるまで受け継がれている。

このほかに、眉山西麓の大浦遺跡（６）では、仏具の鋳型などがみつかっている。

　中世の遺跡としては、中島田遺跡（７）から鎌倉時代の遺跡がみつかっている。畿内産瓦器や輸入陶

磁器も認められ、水運、交易の要所として位置づけることができるだろう。これらは、鮎喰川による沖

積作用による、生活域の拡大をうかがわせる。中世城郭としては、眉山北斜面尾根上の佐古城跡（１６）や、

田宮川（鮎喰川旧河道）の自然堤防上に蔵本城跡（１７）が存在したと伝えられる。

　江戸時代以降の本地域は、当時の絵図から、城下町周辺の散村および水田が展開していた。この時期

の水田開発は比較的徹底されたものである可能性が高く、古墳時代から中世にかけての多くの遺構が削

平を受けている。袋井用水（９）を水源地とする名東用水の本格的な開削も、この時期におこなわれて

いる。また、東方へ湾曲する鮎喰川の攻撃を受けやすい東岸に連続堤が築かれ、鮎喰川の天井川化も進

行した。鮎喰川東岸・眉山北西麓の景観は、この時期から大きく改変されていった。なお、眉山の北斜

面には、蜂須賀家万年山墓所（８）が設けられた。

　明治時代には、現県立中央病院・徳島大学蔵本団地から蔵本公園、加茂名中学・西消防署・財務省蔵

本団地にかけて陸軍第４３連隊の兵営と練兵場がいとなまれた。西方の南庄町と名東町の境界にある現

県立林業試験場には射撃場、眉山中腹の現西部公園には陸軍墓地を要する大規模な軍事施設であった。

　昨今においては宅地造成が著しく進められており、眉山も採石場によって大きく削られ、谷は埋めら

れつつある。無理な宅地開発が招いた地辷りもあった。徳島の象徴そのものでもある吉野川・眉山をふ

くめた景観をどのように受け継ぐかは、文化財の保存・活用と表裏一体であり、われわれの将来と関わ

る今後の大きな課題である。
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第３章　調査の成果

第１節　基本層序

　課外活動共用施設地点は、ほかの庄遺跡の調査地点と同様、１６世紀ごろから近世の第１遺構面、弥生

前期末・中期初頭から１５世紀ごろの第２遺構面、縄文晩期末・弥生前期初頭から弥生前期中葉の第３

遺構面という３つの遺構面を基本としている。

　以下、調査区基本土層断面図（第３図）を、近年の調査でえられた知見を加えつつ参照する。

　第１〜３層は、近代以降の盛り土である。第１層からは、注射針や薬品瓶、近年のゴミ類などもみら

れ、第２次大戦後の徳島大学医学部成立時や、明治期における陸軍第４３連隊兵営創設に関わるものと推

察される。第２層形成時、第５層〜第７層を客土として利用したらしく、弥生土器や土師器、須恵器な

どがみられる。

　第２層は、幕末ごろから兵営が築かれるまでの間にいとなまれた水田耕作土である。土中からは大谷

焼など、幕末から近代にかけての陶磁器が出土する。グライ化が著しく進んだ部分があり、排水不良気

味の水田であったと考えられる。第３層の巨礫層は、第２層の水田に関連する石敷きの暗渠が壁面にか

かったものと推察される。

　第４層は、１６世紀ごろから江戸後期にかけての水田層であると推察される。中世末の遺物が出土する

ことはほとんどなく、第５・６層出土遺物の下限が１５世紀ごろであるところからこの層の上限を推定

している。そうしたなかでも、１７世紀ごろとおぼしき備前系陶器の破片が出土することは、まれに認め

られる。また、上面では犂耕の痕跡を確認できる。第２層同様グライ化したシルト質ないしはシルト質

の粘土が堆積しており、排水不良気味の水田層であったと推察される。この下の第５・６層との関係は

不整合であり、また第５・６層が長期間安定した土壌化層であるところからみて、１６世紀から江戸前期

にかけてのころに、用水開発がおこなわれた可能性が高い。これが、「名東用水」の開発と一致するかは、

今後の文献史学との共同研究によってあきらかにすべき課題である。今回の第１遺構面は、第４層を除

去した第５・６層上面において検出した遺構である。また、これより上位の層に相当する遺構も含まれ

ることから、時期は近世から近現代ということになる。

　第５・６層の灰オリーブ色シルト質粘土層・黒褐色粘質シルト層は、弥生前期末・中期初頭から１５

世紀ごろにいたる遺物が出土する。この間全く新規の堆積が認められないため、土壌化が著しく進んで、

明瞭な黒褐色帯をなしている。この第５・６層を取り除いた第７層上面で検出できる諸遺構が第２遺構

面である。本来なら第５・６層上面から掘りこまれた遺構群であるが、土壌化が著しく、検出できない

ため、第７層上面まで掘り下げて検出するのが通例である。今回の調査でも、第７層上面において、多

くの遺構を検出している。これらが第２遺構面の遺構群である。また、一部の遺構が、土壌化によって

検出不能になって、遺物包含層出土土器となっていることは間違いない。

　第７層の赤褐色シルト層（他の地点では黄褐色のことが多い。）は、弥生前期中葉から同前期末・中期

初頭にかけての洪水砂を起源とする堆積層である。地点によっては、この層中から弥生前期中葉から同

前期末・中期初頭の遺物が多量に出土することがある。また、単発的に遺構が検出されることがあり、

これらの検出面が一定しないこと、下層ほど前期中葉の遺構が増加する傾向のあることなど、一度の洪
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水によるものではないと考えられる。場所によっては、ラミナを観察できることもあるが、たいていは

なにがしかの撹拌を受けていることが多い。

　この第７層を取り去った第８層、暗褐色粘土層上面において検出されるのが、第３遺構面である。時

期は弥生前期中葉を中心とするが、今回の調査では、２つの遺構を検出しているが、いずれも第７層堆

積中に形成された遺構を、この遺構面でとらえたものであり、第８層上面から掘りこまれた、本来の第

３遺構面の時期ではない。第８層からは、縄文晩期末から弥生前期前葉の遺物片が出土することがあり、

この時期の土壌化層であるとみられる。この層を利用して、弥生前期において、灌漑水田稲作が開始さ

れた。地点によっては、この第７層と第８層の間層を確認できる場合がある。

　第８層以下はグライ化した細砂層から粘土層が相当の厚さをもって堆積し、有機物層を介在する（第

５図）。もっとも上位の有機物層（第５図第２層）からは、縄文晩期初頭の土器が出土することがある。

その下位から、後期中葉の土器が出土したこともある。ボーリングのデータによると、沖積層基底礫層

とみられる礫層まで、同様の粘土層が、２０ⅿ以上連続して堆積しているが、いまのところ遺物の出土は

確認されていない。

第２節　遺構と遺物

　１　第３遺構面

　第３遺構面からは、不明遺構 SX３０１・土坑 SK３０１を検出した（第６図）。不明遺構 SX３０１からは、

弥生中期初頭の土器と石器が出土している（第７図）。

　不明遺構 SX３０１

　不明遺構 SX３０１は、第７層堆積中に形成された遺構を、この遺構面で検出したものとみられる。第７

層は弥生前期中葉から弥生前期末・中期初頭にかけて連続的に堆積した洪水砂起源層である。ラミナを

観察できることもあるが、大半は何らかの撹拌を受けている。しかし、土壌化にいたる前に次の洪水が

堆積し、また撹拌するという状況が幾度か繰り返された結果、この層を区分して遺構面を見極めるのは

極めて難しい。したがって、遺構埋土と当時の旧地表をなしていた土との区分自体が難しいこととなる。

不明遺構 SX３０１も、本来は土坑である可能性が高いが、先の理由によって、遺構の規模・プランや埋土

を正確に見極めることはできない。

　不明遺構 SX３０１からは、弥生中期初頭の土器・石器が出土した。

　第８図１〜６は甕である。１は、胴部上半で少し内湾し、口縁部は外反して立ち上がる。口縁端部に

刻目を施す以外は無文である。外面にはハケメを施し、内面は口縁部付近に横方向のハケメがみられ、

胴部以下板ナデを施す。２は胴部上半で直立し、口縁部で強く屈曲し、外反して立ち上がる。内・外面

ともにハケメを施し、外面底部付近には、ハケメ調整後に縦方向のヘラミガキを施す。やや上げ底で、

低い台状の底部をもつ。口縁端部に刻目をもつ以外は無文である。３は、胴部上半で少し内湾し、口縁

部は外反して立ち上がる。口縁端部に刻目を施す以外は無文である。調整は、外面かすかにタタキ痕を

観察でき、ハケメを施す。内面は、口縁部付近に横方向のハケメを施し、胴部ナデ調整である。４は、

胴部上半で直立し、口縁部で屈曲し、外反して立ち上がる。口縁端部に刻目を施す以外は無文である。

外面にはハケメを施し、内面は口縁部付近に横方向のハケメがみられる。５は胴部上半で直立し、口縁

部で屈曲し、外反して立ち上がる無文の甕である。外面には縦方向のハケメを施し、内面には横方向の
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ハケメがみられる。６は、胴部上半で強く内湾ののち、口縁部は強く外反気味に立ち上がる。口径に対

し、器高の高い形態である。文様はない。調整は外面が口縁部付近はナデ調整で、以下縦方向のハケメ

を施す。内面は口縁部付近に横方向のハケメ若干、以下板ナデである。

　７・８は、いずれも第２遺構面の遺構の掘り残しから貫入したものと思われる。７は古墳時代中期の

土師器甕である。球状の胴部をもち、口縁部は強く外反して立ち上がる。器壁は厚く、輪積み痕を残す。

外面は縦方向のハケメで、口縁部ナデ調整である。内面は，口縁部付近に横方向のハケメを施し、以下

ナデ調整である。８は、瓦器椀である。屈曲部をもち、高台をもたないタイプである。暗文は不明瞭で

ある。在地型のものであろうか。溝 SD２０１出土資料（第１１図１８）に、類似のものがある。

　９は石器である。打製石庖丁の未製品の可能性がある。石材は珪質片岩である。

　土坑 SK３０１

　土坑 SK３０１（第１３図右上）は、長さ約０.６ⅿ、幅約０.３ⅿ、深さ約１０㎝をはかる。

　出土遺物はみられない。

　２　第２遺構面

　第２遺構面からは、北端部をのぞいて、その大半から土坑・ピットを検出した（第９図）。弥生中期初

頭から１３世紀にいたるまでの、多様な時期の遺物が出土している。また、北端部からは、溝 SD２０１と、

流路 SR２０１を検出した。第２次調査体育館地点において検出した、東西大溝２０２と水路２０１（徳島県

教育委員会・徳島大学埋蔵文化財調査室２００５）の西側上流部に相当するものとみてよいだろう。

　溝 SD２０１・流路 SR２０１

　溝 SD２０１は、幅約４ⅿ、深さ約０.８ⅿをはかる。土器・陶磁器（第１１図、第１２図２７〜３０）、石器

（第１２図３４・３５）、土製品（第１２図３１〜３３）が出土した。

　第１１図１０は古墳時代前期の土師器、１２・１４〜１６は弥生後期の土器である。いずれも混入であろう。

１０は二重口縁の甕である。１２は口縁部に浅い凹線を施す。胴部外面はハケメである。１４・１５は無文の

鉢である。１６は高杯の胴部である。内面のヘラミガキが顕著である。

　１１・１３は土師器の甕である。１１は口縁部で「く」の字状に屈曲して立ち上がり、胴部外面にハケメ

を施す。１３は、口縁部内面に受け部を有する。いずれも器壁が厚い。

　１７は白磁碗である。中国製であろう。１８〜２４は瓦器椀である。１８は口縁部で屈曲して立ち上がり、

高台がない。一方、１９〜２３は高台を有する。１９・２０・２２・２３は外反ぎみに立ち上がる。１９〜２４は

内外面の暗文が顕著である。内面は平行暗文である。いずれも台形の高台を有している。１８は在地型

の可能性がある。１９〜２４はいずれも和泉型瓦器椀Ⅲ−１期ごろに相当し、１２世紀末から１３世紀初頭

に位置づけられよう（尾上１９８３、橋本１９９２）。

　２５は、土師器高台付杯で、１０世紀代のものである。流路 SR２０１のものが混入したものであろう。

　２６は、青磁皿の底部破片である。これも中国産と思われる。

　２７〜３０は土師器甑の把手である。形態にバリエーションがみられる。

　３１〜３３は管状土錘である。体育館地点からも多量の資料が出土している（徳島県教育委員会・徳島

大学埋蔵文化財調査室２００５）。

　３４・３５は石器である。３４は磨石で硬質砂岩製である。３５は砥石で、砂岩製である。

　流路 SR２０１は、調査区北西隅において検出した。今回の調査では、調査区端にその一部を検出したの
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第９図　第２遺構面検出遺構
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溝SD201
１　オリーブ灰色粗砂（2.5GY6/1）茶褐色土粒・鉄分を含む
２　灰オリーブ色粗砂（5Y5/3）
３　暗オリーブ色粘土（記録なし）
４　にぶい黄褐色細砂（10YR4/3）
５　灰色粗砂（7.5Y6/1ないし10Y6/1）
６　オリーブ黄色粗砂（5Y6/4）鉄分を多く含む
７　灰オリーブ色細砂（5Y5/2）鉄分・マンガンを多く含む
８　暗オリーブ色粗砂（5Y4/4）鉄分を多く含む
９　オリーブ黄色粗砂（5Y6/4）第6層とほぼ同じ土色、土質
10　オリーブ灰色粗砂（2.5GY6/1）
11　暗オリーブ灰色粗砂（2.5GY4/1）中に同色のシルト混入、鉄分を含む
12　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/3）
13　灰色粘土（7.5Y5/1）細砂粒を含む
14　灰色粗砂（7.5Y6/1）
15　灰色粗砂（10Y5/1）粘土を含む
16　灰オリーブ色シルト質粘土（5Y5/2）
17　暗オリーブ色極細砂（5Y4/3）均質
18　灰オリーブ色シルト質粘土（7.5Y5/2）鉄分を含む
19　灰オリーブ色粘土（7.5Y4/2）鉄分を含む
20　暗オリーブ色粗砂（5Y4/3）
21　暗緑灰色粘土（記録なし）
22　灰色粘土（7.5Y5/1）鉄分を含む
23　暗オリーブ色粗砂（5Y4/3）第20層より砂粒が大きい
24　暗オリーブ灰色粗砂（2.5GY4/1）粘土粒を含む
25　灰オリーブ色粗砂（5Y5/2）粘土粒を含む
26　灰色粘土（7.5Y5/1）大小の砂粒を含む
27　灰オリーブ色細砂（7.5Y5/2）粘土粒を含む
28　灰色細砂（10Y5/1）粘土粒を含む
29　オリーブ灰色シルト（2.5GY5/1）
30　砂礫層
31　オリーブ灰色シルト質極細砂（2.5GY5/1）
32　暗オリーブ灰色粘土（5GY4/1）粘性強い
33　暗オリーブ灰色粘土（5GY4/1）第32層に似るが、灰白色ブロックや

鉄分を含む

流路SR201
１　オリーブ灰色シルト（記録なし）鉄分・マンガンを多く含む
２　灰オリーブ色シルト（記録なし）鉄分・マンガンを少量含む
３　オリーブ灰色粘質シルト（2.5GY5/1）
４　暗褐色粗砂（10YR3/3）
５　暗褐色粗砂（10YR3/3）第4層に似るが、鉄分・マンガンを含む
６　灰色粘土（5Y4/1）鉄分・マンガンを多量に含む
７　灰オリーブ色シルト（7.5Y5/2）鉄分・マンガンを多く含む
８　オリーブ灰色粗砂（5GY5/1）磨滅した土器片を含む
９　緑灰色粘土（10GY5/1）砂粒を含む
10　灰オリーブ色粘土（5Y4/2）砂粒を多く含む
11　オリーブ灰色シルト質粘土（2.5GY5/1）鉄分・マンガンを含む
12　暗緑灰色粘土（10GY4/1）砂粒を含む
13　緑灰色粘土（10GY5/1）第9層に似るが、より砂粒を多く含む
14　緑灰色粗砂（10GY5/1）
15　暗オリーブ灰色シルト質粘土（2.5GY4/1）鉄分。マンガンを含む
16　オリーブ灰色粘土（5GY5/1）砂粒を多く含む
17　暗オリーブ灰色細砂（2.5GY4/1）均質
18　緑灰色粗砂（10GY5/1）第14層に似るが、砂粒がさらに粗い
19　暗緑灰色極細砂（10G4/1）均質
20　灰色シルト質粘土（10Y4/2）砂粒を含む
21　記録なし

竪穴住居SB201

１　灰色シルト（記録なし）

２　灰色シルト（記録なし）黄褐色シルトブロックを含む

３　灰オリーブ色シルト（記録なし）黄褐色シルトブロック、

　　鉄分・マンガン含む

４　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）赤褐色シルトブロック含む

５　暗灰黄色粘土（記録なし）大粒の黄褐色シルトブロックを多く含む

B B'

L=2.8ⅿ
C

C'

C

B B'

A A'

C'

３

ブロック
５

２

２

１

４

１

竪穴住居
SB201

溝SD201

流路
SR201

第１０図　溝 SD２０１、流路 SR２０１、竪穴住居 SB２０１
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第１１図　溝 SD２０１出土遺物１
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第１２図　溝 SD２０１出土遺物２
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１
２

１２ ３

４

土坑SK202 土坑SK203 土坑SK301

SP201 SP202 SP203

SP204

SP205
SP206

L=3.2ⅿ

L
=3

.2
ⅿ

L=3.2ⅿ
L=2.8ⅿ

１
２

石

１
１２

１

２

１　オリーブ灰色シルト（記録なし）鉄分を含む

２　褐色シルト（記録なし）粗い砂粒を含む

１　オリーブ灰色粘質シルト（記録なし）

２　暗オリーブ色シルト（記録なし）黄褐色

　　シルトブロックを含む

３　灰オリーブ色シルト質粘土（記録なし）

１　灰色シルト（記録なし）

２　暗オリーブ色粘質シルト（記録なし）

１　オリーブ灰色粘質シルト（記録なし）

　　赤褐色シルトブロックを含む

２　オリーブ褐色粘質シルト（記録なし）

　　赤褐色シルトブロックを含む

３　オリーブ褐色シルト（記録なし）

　　赤褐色シルト、同粘土ブロックを含む

１　暗オリーブ色粘質シルト（記録なし）

　　灰色・黄褐色シルトブロックを含む

２　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

３　暗オリーブ色粘質シルト（記録なし）

　　第1層に似る

４　灰オリーブ色シルト質粘土

１　灰色砂質シルト（記録なし）

２　灰色粘質シルト（記録なし）

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　赤褐色シルトブロック（微小）を含む

２　暗オリーブ色シルト（記録なし）

３　暗オリーブ色粘質シルト

１　黒褐色粘質シルト（2.5Y3/2）

２　暗オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y3/3）

　　黄褐色シルトブロックを含む

1　にぶい黄褐色砂質シルト（10YR5/3）

39（石器）

40（土器）

L=2.9ⅿ

L=2.9ⅿ L=2.9ⅿ

L=2.8ⅿ

１
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１
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第１３図　土坑 SK２０２・SK２０３・SK３０１、ピット SP２０１〜 SP２０６
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２

２

SP207 SP208 SP209

SP210 SP211 SP212

SP213 SP214 SP215

L=2.9ⅿ L=2.9ⅿ L=2.9ⅿ

４

１

２

１

３
２ ２

１

１　灰オリーブ色粘土（記録なし）

１　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

２　暗オリーブ色粘土（記録なし）

１　灰色シルト（記録なし）

２　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

３　灰色粘土（記録なし）

１　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）
２　灰オリーブ色シルト（記録なし）黄褐色シルトブロックを含む
３　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）黄褐色シルトブロックを少量含む
４　灰色粘質シルト（記録なし）暗赤褐色シルトブロックを含む
５　オリーブ褐色粘質シルト（記録なし）
６　暗オリーブ色シルト（記録なし）黄褐色シルトブロックを多量に含む
７　暗オリーブ色シルト（記録なし）第6層に類似

１　暗オリーブ褐色シルト（記録なし）

２　灰オリーブ色シルト（記録なし）

３　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　第２層より若干暗めの色調

４　オリーブ褐色粘質シルト（記録なし）

５　オリーブ褐色砂質シルト（記録なし）

１　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

２　オリーブ灰色砂質シルト（記録なし）

３　暗オリーブ色砂質シルト（記録なし）

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

１　灰色シルト（記録なし）

２　オリーブ灰色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

３　オリーブ灰色粘質シルト（記録なし）

４　黄灰色シルト（記録なし）

１　灰色粘質シルト（記録なし）

２　灰オリーブ色粘土（記録なし）
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第１４図　ピット SP２０７〜 SP２１５
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SP216
SP217 SP218

SP219
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SP221
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SP222

SP222
SP223

SP224
SP225

SP226

L=2.9ⅿ

L=2.9ⅿ
L=2.9ⅿ

１
２１

３ ２

１

１　灰色シルト（記録なし）

１　オリーブ褐色粘質シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを若干含む

２　オリーブ黒色シルト（記録なし）

３　オリーブ黒色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

１　オリーブ褐色砂質シルト（記録なし）

２　灰色粘土（記録なし）

３　灰色粘土（記録なし）黄褐色シルト

　　ブロックを含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）
　　暗茶褐色シルトブロックを含む
２　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

１　暗オリーブ色粘質シルト（記録なし）

１　暗オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

２　オリーブ褐色シルト（記録なし）

３　暗オリーブ褐色粘質シルト（記録なし）

１　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

２　灰オリーブ色粘土（記録なし）

３　暗オリーブ色シルト（記録なし）

１　オリーブ褐色シルト（記録なし）

２　暗灰黄色砂質シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

３　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

１　灰色砂質シルト（記録なし）

　　黄褐色・赤褐色シルトブロックを含む

２　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む
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第１５図　ピット SP２１６〜 SP２２６
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SP227 SP228 SP229

SP230

SP231 SP232

SP233 SP234
SP235

L=2.9ⅿ

L=2.9ⅿ
L=2.9ⅿ １

２
１

１

２

１　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

２　灰色シルト（記録なし）

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

２　灰色粘質シルト（記録なし）

１　黒褐色粘質シルト（2.5Y3/2）

２　オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y4/6）

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルトブロックを含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

１　暗オリーブ色シルト（5Y4/3）

　　黄褐色シルトブロック・炭化物を含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

２　暗オリーブ色シルト（記録なし）

３　暗オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

４　暗オリーブ色シルト（記録なし）

　　第３層に似るが、ブロックの混入が

　　少ない

５　暗オリーブ色粘質シルト（記録なし）

１　暗オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

２　灰オリーブ色粘土（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルトブロックを

　　多量に含む
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L=3.1ⅿ
L=3.2ⅿ

L=3.0ⅿ
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第１６図　ピット SP２２７〜 SP２３５　　　　　
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SP236 SP237 SP238 SP239

SP240 SP241 SP243SP242

SP244

SP245 SP246

SP247

L=2.7ⅿ L=2.8ⅿ L=2.7ⅿ L=2.7ⅿ １１

１１

１　灰色粘質シルト

　　（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルト

　　ブロックを含む

１　灰オリーブ色シルト

　　（記録なし）

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色砂質シルトを含む

２　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

３　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを多量に含む

１　灰オリーブ色シルト質極細砂

　　（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

１　灰色粘質シルト

　　（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを

　　多量に含む

１　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルトブロックを

　　含む

２　明黄色シルト（記録なし）

　　灰オリーブ色シルトブロックを

　　含む

３　灰オリーブ色シルト質粘土

　　（記録なし）

１　暗オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む １　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルトブロックを

　　含む

２　オリーブ黄色シルト（記録なし）

３　灰オリーブ色シルト（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを含む

１　オリーブ黒色粘土

　　（記録なし）

１　灰オリーブ色粘質シルト

　　（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを

　　含む

１　灰オリーブ色シルト

　　（記録なし）

　　黄褐色・茶褐色シルト

　　ブロックを多量に含む

１　暗オリーブ色シルト

　　（記録なし）

　　黄褐色シルトブロックを

　　多量に含む
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第１７図　ピット SP２３６〜 SP２４７
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第１８図　土坑 SK２０１（３６）、竪穴住居 SB２０１（３７・３８）　出土遺物
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第１９図　ピット SP２０１（３９・４０）・SP２０２（４１）　出土遺物
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みであるが、本来は幅７ⅿ以上、深さ約２ⅿをはかる。

　出土遺物はみられないが、体育館地点の流路２０１からみて、１０世紀代に位置づけられよう。

　竪穴住居 SB２０１

　竪穴住居 SB２０１は、調査区北東端で、その一部を検出した（第１０図）。深さ約１５㎝である。

　出土遺物は石器と土製品のみで（第１８図３７・３８）、時期は不詳であるが、弥生終末期に類例の多い、

ひん岩製の石杵（第１８図３８）が出土しているため、弥生終末期に属するとみてよいだろう。３７は管状

土錘である。

　土坑 SK２０１

　土坑 SK２０１は、調査区中央やや北寄りで検出した（第９図）。舟形を呈する。

　出土遺物は、弥生中期初頭の甕である（第１８図３６）。口縁端部を刻む以外は無文である。口縁部が外

反する、いわゆる如意形口縁を呈し、外面のハケメ調整が顕著である。

　ピット SP２０１・SP２０２

　ピット SP２０１は、調査区中央やや西寄りに位置する（第９図）。径約５０㎝、深さ１０㎝を呈する（第

１３図）。

　ほぼ中央部から、土師器椀と、その上から敲石が出土した。土師器椀（第１９図４０）は、瓦器椀と同

じ形態・調整をもつ、在地型のものと考えられる。暗文は不明である。和泉型瓦器椀Ⅳ−２期に相当し

よう（尾上１９８３・橋本１９９２）。３９は緑色岩製の敲石である。

　ピット SP２０２は、土坑 SK２０１の北西に位置する（第９図）。径約３５㎝、深さ約２０㎝をはかる（第

１３図）。

　石鏃が１点（第１９図４１）出土した。

　第２遺構面では、上記以外にも土坑２基（第１３図、土坑 SK２０２・土坑 SK２０３）、ピット４５基（第１３

〜１７図、ピット SP２０３〜 SP２４７）を検出している。

　いずれも遺構の性格を示し、時期を明確とするような出土遺物はみられない。

　３　第１遺構面

　第１遺構面では、溝２条（溝 SD１０１・SD１０２）と井戸１基（井戸 SE１０１）を検出した（第２０図）。溝

２条は、近世から近代の灌漑用水路とみられる。調査区の南端で２条の溝に分岐し、溝 SD１０１は北東へ、

溝 SD１０２は北へ流下する。双方の溝には集石遺構がみられ、溝の底部に杭列がみられ、護岸施設と考え

られる。溝の分岐点に井戸 SE１０１が存在する。

　溝 SD１０１

　溝 SD１０１は、幅約２.５ⅿ、深さ約４０㎝をはかる（第２１図）。溝の底部には杭列がみられる。西岸肩

を補強する護岸施設とみられる。

　出土遺物は、第２２・２３図に示した。なお、溝 SD１０２との分岐点出土資料も、ここに含めている。本

来の時期は、近世から近代であるが、古い時代の資料が多量に混入して出土している。

　第２１図４２は須恵器広口壺の口縁部である。４３は弥生後期の壺である。４４は磁器皿である。近世の

ものであろう。４５・４６は１０世紀代と思われる土師器杯である。第２遺構面からの混入であろう。４７は

須恵器壺の破片である。４８は須恵器杯である。MT１５様式（６世紀後葉）の所産と考えられる。４９は

弥生中期前葉の壺頸部破片である。櫛描波状文と櫛描文を施す。５０は、弥生後期壺の底部である。底面
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１　オリーブ褐色シルト質粘土（記録なし）

２　灰オリーブ色シルト（記録なし）

３　緑灰色土粘質シルト（記録なし）

４　オリーブ灰色細砂（記録なし）

５　緑灰色砂質シルト（記録なし）

６　オリーブ灰色シルト質極細砂（記録なし）

７　オリーブ灰色シルト（記録なし）

８　褐色細砂（記録なし）鉄分を含む

１　撹乱

２　緑灰色シルト（記録なし）茶褐色シルトブロック混入

３　灰オリーブ色細砂（記録なし）

４　オリーブ灰色粘土（記録なし）粘性強い

５　オリーブ褐色細砂（記録なし）

６　緑灰色細砂混じりシルト（記録なし）

７　褐色中砂（記録なし）

８　オリーブ灰色粘土（記録なし）

９　緑灰色細砂（記録なし）

10　緑灰色砂質シルト（記録なし）

11　灰オリーブ色粘土（記録なし）

※２・４〜 11 は左記 EE' ライン土層を参照

12　緑灰色シルト質極細砂（記録なし）

13　オリーブ灰色中砂（記録なし）

14　灰色シルト質極細砂（記録なし）

15　灰オリーブ色中砂（記録なし）

16　灰色粘土（記録なし）

１　オリーブ灰色細砂（記録なし）茶褐色シルトブロック混入

２　暗オリーブ灰色砂質シルト（記録なし）茶褐色シルトブロック混入

３　暗オリーブ灰色シルト（記録なし）

４　灰色粘土（記録なし）粘性が極めて強い

５　灰オリーブ色シルト質粘土（記録なし）

６　灰色シルト質粘土（記録なし）

７　灰色シルト質粘土（記録なし）粘性の強い粘土ブロック混入

８　灰色粘土（記録なし）

９　オリーブ灰色細砂混じりシルト（記録なし）

※１・２・６〜８は、上記 AA' ラインを参照

９　灰オリーブ色粘質シルト（記録なし）茶褐色シルトブロック混入

10　灰オリーブ色粘土（記録なし）

11　灰オリーブ色細砂（記録なし）
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第２１図　溝 SD１０１・SD１０２、井戸 SE１０１
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第２２図　溝 SD１０１、溝 SD１０１・SD１０２分岐点出土遺物１
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第２３図　溝 SD１０１、溝 SD１０１・SD１０２分岐点出土遺物２
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に葉脈痕がみられる。５１は須恵器壺の底部破片である。内面に付着物がみられる。５２・５３は、弥生中

期初頭ごろの甕用蓋である。５４・５５は土師器甑の把手片であろう。

　土製品は、管状土錘１点（第２２図５６）が出土している。

　石器は多量に出土している（第２２図５７〜第２３図６７）。５７・５８は石鏃で、５７は未製品である。いず

れもサヌカイト製である。５９はサヌカイトの石核である。６０は打欠石錘であろう。素材は緑色岩で、

１８３. ８６g を呈する。６１は敲石である。伐採斧の基部を転用した可能性がある。素材は緑色岩である。６２

は砥石で、砂岩を素材としている。６３は磨石である。砂岩を素材とする。６４は砥石で、流紋岩を素材と

する。６５・６６はいずれも小型の敲石である。粘板岩を素材としている。６７は砥石で、緑色岩製である。

　溝 SD１０２

　溝 SD１０２は、調査区南西隅で溝 SD１０１と分岐し、北流する。規模は、溝 SD１０１とおおむね同じであ

る。溝の底、やや東寄りに杭列がみられる。西岸肩を補強する護岸施設とみられる。また、溝 SD１０１と

の分岐点付近では、結晶片岩などの川原石からなる集石がみられた。

　出土遺物は、第２４図に示した。本来の時期は、近世から近代であるが、弥生から中世にかけての資

料が多量に混入して出土している。６８は、弥生中期初頭の甕である。胴部に櫛描文・櫛描波状文を施し

ている。６９は須恵器壺である。７０はすり鉢の底部である。７１は陶器皿で、近世のものであろう。７２は

須恵器杯である。TK４７様式に相当すると思われる。７３は磁器杯である。幕末から近代前半期のもので

あろう。７４・７５は陶器碗底部である。７６は磁器蓋である。７７〜７９は、土師器甑の把手片である。８０

は土師器の脚部であろう。

　土製品は１点出土した。第２４図８１は土製の人形片である。頭部・脚部を欠損している。

　石器は３点を図示した（第２４図８２〜８４）。８２はサヌカイト製のスクレイパーである。８３は敲石で、

緑色岩製である。８４は砥石で、流紋岩製である。

　金属製品は１点出土した（第２４図８５）。８５は簪である。近世のものであろう。

　井戸 SE１０.１

　井戸 SE１０１は、溝 SD１０１と溝 SD１０２の分岐点に位置する。径約２.２ⅿ、深さ０.８ⅿをはかる。内部

からは木材片が出土した。

　４　遺物包含層等出土遺物

　第２５図〜第２７図に、遺物包含層等出土遺物を図示した。表採品、第６層までの出土品と、遺構出土

の混入品、試掘トレンチ（部室トレンチ）出土品が大半を占めているため、時期は多様なものがある。

　第２６図１１１の打製石斧は、第７層上半部から出土したもので、弥生前期末から中期初頭に位置づけ

られる。

　第２５図８６は、須恵器壺である。８７は須恵器甕である TK４６様式（７世紀中葉）と考えられる。８８

は弥生後期後葉の甕である。８９は須恵器杯蓋で、TK２０９様式（７世紀前葉）と思われる。９０は須恵器

鉢である。９１は弥生土器壺の胴部片で、絵画ないし記号を記している。弥生後期後葉であろう。９２は

土師器皿である。外面に記号を施す。１０世紀後葉のものと思われる。９３は瓦器椀である。和泉型瓦器

椀Ⅲ−１期に相当し、１２世紀末から１３世紀初頭に位置づけられよう（尾上１９８３、橋本１９９２）。不明

瞭ではあるが、平行する暗文を確認できる。９４は須恵器杯である。９５は須恵器高杯である。９６〜９８は、

土師器甑の把手片である。
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　金属製品は１点出土した（第２５図９９）。９９は簪で、近世のものであろう。

　土製品は６点出土した（第２５図１００〜１０５）。１００は紡錘車の破片である。１０１〜１０５は管状土錘で

ある。

　石器は１０点図示した（第２６・２７図）。１０６はサヌカイト製の石鏃である。１０７・１０８は同じくサヌカ

イト製のスクレイパーである。１０９は塩基性片岩製の打欠石錘の破片である。１１０は小型の敲石である。

石材は粘板岩である。１１１は打製石斧で、重量は７１５. ７２ℊをはかる。珪質片岩製である。第７層上半部

から出土した。弥生前期末から中期初頭に位置づけられる。１１２はひん岩製の石杵である。１１３は敲石

で、緑色岩製である。１１４・１１５は砥石である。ともに砂岩製である。
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第４章　小　　　結

　課外活動共用施設地点は、徳島大学蔵本地区では、立会をのぞくともっとも西の調査区に相当する。

今回の調査では、この西端の調査区まで間断なく遺跡が続いていたことがあきらかとなったことである。

今後とも、付近の調査では十分な注意が必要である。

　第３遺構面で検出した不明遺構 SX３０１や土坑 SK３０１、第２遺構面検出の土坑 SK２０１は、本調査地の

東側に隣接する体育館地点（徳島県教育委員会・徳島大学埋蔵文化財調査室２００５）や南東側の体育館

器具庫地点（徳島県教育委員会・徳島大学埋蔵文化財調査室２０１０）において検出した、弥生前期末か

ら弥生中期初頭の貯蔵穴群の一角を占めるものと考えられよう。この調査区の南方では、同時期の大規

模な開析流路が南西から北東方向に流れていることから、調査地周辺は、鮎喰川分流の中洲性微高地を

利用した生活域が展開していたものと推察される。

　第２遺構面では、弥生終末期と考えられる竪穴住居 SB２０１を検出している。体育館地点でも、当該期

の住居跡２棟を検出している。体育館地点では、斜縁鏡の破鏡も出土しており、周辺一帯が弥生終末期

の有力な集落域であった可能性が高い。

　同じく体育館地点において検出した、１０世紀後葉の水路２０１と１３世紀初頭の東西大溝２０２の上流部

分である、溝 SD２０１と流路 SR２０１をみいだすことができた。ただし、飛鳥時代に属する東西大溝２０１

の上流部分は検出できていない。可能性としては、東西大溝２０１は、ほぼ正方位であるのに対し、東西

大溝２０２と水路２０１はやや北に方位が振れている。このため、東西大溝２０１の上流部分は、溝 SD２０１

ないし流路 SR２０１によって壊されている可能性が考えられよう。

　溝 SD２０１からは、瓦器椀７点（うち和泉型瓦器椀６点）と、白磁碗、青磁皿各１点（いずれも小片）

が出土している。１２世紀末から１３世紀前葉の所産とみられ、畿内地域との交流を示す貴重な資料と

なっている。集落域は不明であるが、上記の出土品が小片で残りがあまりよくないところからみて、溝

SD２０１の上流側、蔵本団地外西方蔵本公園付近に、中島田遺跡（福家編１９８９）形成前の拠点的な集落

が存在する可能性が考えられる。

　体育館地点では、近世から近代の東西大溝１０１を検出した。この上流部分は、溝 SD１０１に相当する

ものと考えられる。

　文　　献

岡山真知子１９９９『庄遺跡Ⅲ』財団法人徳島県埋蔵文化財センター調査報告書２４

尾上　実１９８３「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念　古文化論叢』藤澤一夫先生古稀記念論集

刊行会

勝浦康守１９９０『名東遺跡発掘調査概要』名東遺跡発掘調査委員会

勝浦康守ほか１９９７『三谷遺跡』徳島市埋蔵文化財発掘調査委員会

田辺昭三１９８１『須恵器大成』角川書店
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第１章　調査・整理にいたる経緯

第１節　概　　　要

　昭和６２年（１９８７年）、徳島大学では、蔵本団地に、医療技術短期大学の建設をおこなうこととなっ

た（第１図７）。蔵本団地は、既知の埋蔵文化財包蔵地であったため、当時発掘調査担当部門をもたな

かった徳島大学では、徳島県教育委員会文化課（現教育文化政策課）に事前発掘調査を依頼した。調査

は昭和６２年（１９８７年）４月１日から８月３１日にかけておこなわれた。調査面積は約８７０㎡である。

　なお、医療技術短期大学は２００１年改組され、現在医学部保健学科となっている。

　第２節　調査・整理体制

　徳島県教育委員会による昭和６２年度当時の調査体制は下記のとおりである。

昭和６２年度　

調査担当　徳島県教育委員会文化課　　主　事　　　　　羽山　久男

　　　　　同　上　　　　　　　　　　文化財調査員　　久保脇美朗

　　　　　同　上　　　　　　　　　　同　上　　　　　北原　雅代

　　　　　同　上　　　　　　　　　　同　上　　　　　小山　雅雄

　　　　　同　上　　　　　　　　　　同　上　　　　　竹治　寿人

　徳島大学による平成２１〜２２年度の整理体制は下記のとおりである。

整理業務担当　埋蔵文化財調査室　　　室長・調査員　　中村　　豊（埋蔵文化財調査室准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　整理員　　　　　山本　愛子（施設マネジメント部技術補佐員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　加登　哲子（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　岸本多美子（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　板東　美幸（同上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　溝渕寿美礼（同上、２２年５月３１日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　　　前田　千夏（同上、２２年６月１日から）
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第２章　調査の成果

第１節　基本層序

　以下、医療技術短期大学地点における基本層序を、土層断面図（第２８図）と、近年の調査でえられ

た知見から記述したい。

　表土は、近代以降（陸軍第４３連隊創設時および徳島大学医学部構内整備時）の盛り土である。この

時期に大規模な撹乱によって当時の地表面が荒らされている。第１層は、幕末ごろから兵営が築かれる

までの間にいとなまれた水田耕作土である。土中からは大谷焼など、幕末から近代にかけての陶磁器が

出土する。グライ化が著しく進んだ部分があり、排水不良気味の水田であったと考えられる。

　第２層は、１６世紀ごろから江戸後期にかけての水田層であると推察される。中世末の遺物が出土する

ことはほとんどなく、第３層出土遺物の下限が１５世紀ごろであるところからこの層の上限を推定して

いる。そうしたなかでも、１７世紀ごろとおぼしき備前系陶器の破片が出土することが、まれに認められ

る。また、上面では犂耕の痕跡を確認できる。第１層同様グライ化したシルト質ないしはシルト質の粘

土が堆積しており、排水不良気味の水田層であったと推察される。この下の第３層との関係は不整合で

あり、またこれらが長期間安定した土壌化層であるところからみて、１６世紀から江戸前期にかけてのこ

ろに、用水開発や治水事業に関わる可能性がある。

　第３層は、弥生前期末・中期初頭から１５世紀ごろにいたる遺物が出土する。この間全く新規の堆積

が認められないため、土壌化が著しく進んで、明瞭な黒褐色帯をなしている。この第３層を取り除いた

第４〜６層上面で検出できる諸遺構を、近年の調査では「第２遺構面」としている。本来なら第３層上

面から掘り込まれた遺構群であるが、土壌化が著しく、検出できないため、第４〜６層上面まで掘り下

げて検出している。

　第４層の明黄褐色シルト層、第５層の黄褐色シルト層、第６層のにぶい黄褐色シルト層は、弥生前期

中葉から同前期末・中期初頭にかけての洪水砂を起源とする堆積層である。地点によっては、この層中

から弥生前期中葉から同前期末・中期初頭の遺物が多量に出土することがある。

　この第４〜６層を取り去った第７層において検出されるのが、近年の「第３遺構面」である。時期は

弥生前期中葉である。第７層からは、縄文晩期末から弥生前期前葉の遺物が出土することがあり、この

時期の土壌化層であるとみられる。

　第８層の暗灰黄色シルト層は、縄文晩期末ごろの洪水砂層と考えられよう。以下はグライ化した細砂

層から粘土層である。相当の厚さをもっており、有機物層を介在する。もっとも上位の有機物層からは、

縄文晩期初頭の土器が出土することがある。その下位から、後期中葉の土器が出土したこともある。

ボーリングのデータによると、沖積層基底礫層とみられる礫層まで、同様の粘土層が、２０ⅿ以上連続し

て堆積しているが、いまのところ遺物の出土は確認されていない。

　なお、第２８図の第９〜２０層は遺構含土である。

　今回の第１遺構面は、第１・２層を除去した第３層上面において検出した遺構である。第１層の水田

層に対応する暗渠などを検出している。時期は１６世紀ごろから近代、主体は近世から近代ということ

になる。
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　第２遺構面は、第３層を除去した第４〜６層上面において検出している。時期は弥生前期末・中期初

頭から中世である。第３遺構面は第７層上面である。本来なら、基本的に弥生前期中葉の遺構というこ

とになるが、第４〜６層中で検出できなかった、弥生前期末・中期初頭の遺構も、ここで検出している。

第２節　遺構と遺物

　１　第３遺構面

　第３遺構面からは、土坑５基と溝２条を検出している（第２９図）。

　溝 SD３０１・SD３０２

　溝 SD３０１は、調査区中央東から北西端へむかって展開する（第３０図）。幅約３ⅿ前後、深さ約０.４ⅿ

をはかる。出土遺物から、時期は弥生前期末である。

　出土遺物は少なく、土器２点を検出した（第３３図１・２）。１は壺である。弥生前期の壺としては、

口縁部の広がりが少なく、細頸壺的な外見である。頸部に８条の沈線を施し、胴部最大径のやや上部に

７条の沈線を施す。胴部にはヘラミガキを施している。２も１と類似した口縁部である。口縁部の広が

りが、１よりやや大きい。頸部に半裁竹管を用いた２条１組の沈線６条を施す。

　溝 SD３０２は、調査区の北西端を、南西から北東方向へと流下する（第２９図）。幅約１.８ⅿ、深さ約１

ⅿをはかる。出土遺物はみられないが、溝 SD３０１を破壊しているので、これより新しいことは間違いな

い。弥生前期末から中期初頭であろう。

　土坑 SK３０１

　土坑 SK３０１は、調査区中央北よりに位置する（第２９図）。径約１.３ⅿ、深さ約１５㎝である（第３１

図）。出土遺物はみられないが、溝 SD３０１を破壊しているので、これより新しいことは間違いない。弥

生前期末から中期初頭であろう。

　土坑 SK３０２

　土坑 SK３０２は、調査区北東部に位置する（第２９図）。径約４.２ⅿ、深さ約１ⅿをはかる（第３２図）。

南端部分に、径約１.１ⅿ、深さ０.２ⅿのピットを有する。出土遺物から、弥生前期末から中期初頭に位置

づけられよう。

　土坑 SK３０２からは、多量の遺物が出土した（第３３図３〜８、第３４・３５図）。とくに、残存率のよい

やや小型の壺が多量に出土している。甕の出土は少なく、打製石剣（第３５図２１）が出土しているとこ

ろからみて、埋葬遺構である可能性がある。いずれにせよ、特殊な役割をもつ土坑であると推察される。

　第３３図３はやや小型の壺で、頸部と胴部にそれぞれ２条の浅い沈線を施している。外面にハケメを

施し、ヘラミガキはみられない。内面は口縁部付近に横方向のハケメがみられる。４は小型無文の壺で

ある。頸部に縦方向のハケメを施す。５は壺である。口縁部を欠いている。頸部に６条の沈線を施す。

外面はハケメで、ヘラミガキはみられない。口縁部内面付近には横方向のハケメがみられる。６は壺で

ある。これも口縁部を欠いており、頸部に５条、胴部に４条の沈線を施す。７と８は、ともに無文の壺

である。いずれも外面にハケメの痕跡をとどめている。９は、南端のピット内から出土した大型の壺で

ある。口縁部内面と頸部・胴部に文様を施している。口縁部内面には、一番外側に三角刺突文を連続的

に施す。その内側に櫛描文を施し、また、その内側に三角刺突文を２条施す。頸部には櫛描文３条と、

櫛描波状文２条を施している。胴部には櫛描文を２条１組で３組（計６条）施し、その間を、櫛描波状
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溝SD301

撹乱

0 10ⅿ

第２９図　第３遺構面検出遺構
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（平　面）
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（断　面）

溝SD301

撹乱溝SD301

溝SD302

L=3.5ⅿ

L=3.4ⅿ

１　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/6）マンガン・鉄分・

　　小礫を多く含む

２　黄褐色細砂（2.5Y5/6）3〜5㎜の小礫を含む

３　にぶい黄褐色細砂（2.5Y6/4）3〜5㎜の小礫を含む

４　黄褐色シルト（2.5Y5/6）マンガン・鉄分を含む

５　明黄褐色砂質シルト（2.5Y6/6）マンガン・鉄分を含む

６　暗灰黄色細砂（2.5Y5/2）マンガン・鉄分を含む

７　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/6）マンガン・鉄分を含む

８　明黄褐色砂質シルト（2.5Y6/6）マンガン・鉄分を含む

９　にぶい黄褐色砂質シルト（10YR5/4）マンガン・鉄分を含む

10　にぶい黄橙色シルト質粘土（10YR6/4）マンガン・鉄分を含む

１　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/4）マンガン・鉄分を少量含む

２　黄褐色シルト（2.5Y5/3）マンガン・鉄分を含む

３　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）マンガン・鉄分を含む

４　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）第3層に似るが、若干暗い色調

５　オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y4/4）第3層に似るが、より粘性が強い

６　オリーブ褐色シルト質粘土（2.5Y4/3）下部に砂のたまりがある。炭化物を含む

７　オリーブ褐色シルト質粘土（2.5Y4/3）第6層に似るが、若干明るい色調

８　暗灰黄色シルト質粘土（2.5Y4/2）

９　暗オリーブ色粘土（5Y4/3）マンガン・鉄分を含む

第３０図　溝 SD３０１・SD３０２　　　　　
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１　にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）マンガンを含む

２　にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）第１層に類似。マンガン・鉄分を

　　含む

３　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）

４　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）第３層に似るが、マンガン・鉄分が

　　多い

５　にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）第１・２層に似るが、マンガン・

　　鉄分が少ない

６　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）土器を含む

７　にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）第１・２・５層に似る。マンガンの

　　含有が多い

８　暗褐色粘土（10YR3/3）マンガンを含む

９　暗褐色粘土（10YR3/3）第８層に似るが、マンガンの含有が少ない

10　にぶい黄褐色粘土（10YR4/3）

11　暗褐色粘土（10YR3/3）マンガンを少量、鉄分を微量含む

１

１

２

３

２

１　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/4）マンガンを含む

２　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/6）マンガン・土器を含む

３　黄褐色シルト（2.5Y5/6）マンガンを含む

１　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/4）マンガンと、上面に

　　土器を含む

２　黄褐色シルト（2.5Y5/6）マンガン・土器・炭化物を含む

0 １ⅿ

第３１図　土坑 SK３０１・SK３０４・SK３０５
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１　黄褐色シルト質極細砂（2.5Y5/4）マンガン・鉄分・土器を含む

２　黄褐色シルト（2.5Y5/4）第1層よりマンガンの含有が多い

３　黄褐色シルト質粘土（2.5Y5/3）炭化物・土器を含む

４　オリーブ褐色粘土（2.5Y4/4）マンガン・鉄分・土器を含む

５　黄褐色シルト質粘土（2.5Y5/3）マンガン・鉄分を含む

６　オリーブ褐色粘土（2.5Y4/3）マンガン・鉄分を含む

７　黄褐色シルト（2.5Y5/3）マンガン・鉄分を含む

８　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）マンガン・鉄分・炭化物を含む
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第３２図　土坑 SK３０２
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第３３図　溝 SD３０１（１・２）出土遺物、土坑 SK３０２（３〜８）出土遺物１
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第３４図　土坑 SK３０２出土遺物２
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第３５図　土坑 SK３０２出土遺物３
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炭化物

0 １ⅿ

石

A A'
25

炭化物

26
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A A'
L=3.3ⅿ

１

２
３

４

１　黄褐色砂質シルト（2.5Y5/3）マンガン・鉄分・炭化物・土器を含む

２　黄褐色シルト（2.5Y5/4）マンガン・鉄分・炭化物を含む

３　黄褐色粘質シルト（2.5Y5/3）マンガンを少量含む

４　黄褐色シルト質粘土（2.5Y5/3）
第３６図　土坑 SK３０３
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第３７図　土坑 SK３０３出土遺物１
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第３８図　土坑 SK３０３（３０〜３９）出土遺物２、土坑 SK３０４（４０・４１）出土遺物
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文によって充填している。外面には、ハケメの後、丁寧にヘラミガキを施している。１０は甕用蓋である。

完形品である。１１は壺である。口縁部と胴部下半を欠いている。胴部に５条の沈線を施している。１２

は無文の壺である。外面のハケメが顕著である。１３は小型の鉢で、１４はミニチュア土器の底部破片で

ある。第３５図１５は甕である。如意形口縁をもち、胴部上半に５条の沈線を施し、口縁端部を刻む。胴

部外面はハケメを施す。１６も甕である。砲弾型の器形で、口縁端部に凸帯を施し、逆「L」字状口縁と

している。胴部上位に沈線５条、中位に沈線４条を施している。外面のハケメが顕著である。

　土製品は土製円盤が１点出土している（第３５図１７）。土器片を加工し、片面にハケメが残る。

　第３５図１８〜２４は石器である。１８・１９は石鏃である。いずれもサヌカイト製である。２０はサヌカイ

ト製の石核である。２１はサヌカイト製の打製石剣である。長さ１６.５㎝、幅３.９㎝、厚さ１.１㎝をはかり、

重量８１.７８ℊである。両面に丁寧な剥離を施している。基部と刃部を明確に作り分けており、基部両側

縁には刃つぶしを施している。２２・２３は扁平片刃石斧である。２２は長さ６.５㎝、幅３.６㎝、厚さ１.５５

㎝をはかり、重量は７８.２７ℊである。石材は緑色岩である。横断面は隅丸方形で、縦断面は、両主面と

もに稜線部をもたずに、曲線的に刃部へといたる。２３は長さ４.９㎝、幅２.３㎝、厚さ１.０㎝をはかる。重

量は２２.７４ℊである。石材は塩基性片岩である。横断面は方形で、縦断面は稜線をもち、体部から刃部

への移行が明瞭である。２４は磨製石庖丁である。長さ１６.０㎝、幅４.５㎝、厚さ０.７㎝をはかる。重量は

７８.７８ℊである。刃部は直線で、半月形をなす。穿孔は２か所認められる。石材は塩基性片岩である。

　土坑 SK３０３

　土坑 SK３０３は、調査区北方中央部に位置する（第２９図）。東西方向を軸とする長楕円形を呈する。長

径約３.４ⅿ、短径約１.２ⅿ、深さ約０.４５ⅿをはかる（第３６図）。完形の大型壺をはじめ、多量の土器・

石器が出土している（第３７図・第３８図３０〜３９）。出土土器が壺に偏ることと、石鏃の出土が多いの

が特徴である。土坑SK３０２と同様、墓に関連する遺構の可能性も捨てきれない。弥生前期末から中期初

頭に相当する。

　第３７図２５は壺である。頸部の上下端に２条の凸帯を施し、その間に８条の沈線を施す。胴部最大径

付近にも上下に２条の凸帯を施し、その間に５条の沈線を施す。外面ハケメを施す。ヘラミガキの痕跡

はみられない。２６は壺である。口縁部を欠いている。頸部上半に５条の沈線を施し、間隔をおいて下半

に８条の沈線を施す。胴部に５条の沈線を施し、若干間隔を置いて、６条の沈線を施す。外面はハケメ

が顕著で、ヘラミガキの痕跡はみられない。内面は、口縁部付近に横方向のハケメを施し、以下ユビオ

サエ、ナデがみられる。２７は小型の壺で、無文である。２８は壺の胴部大型破片である。頸部に沈線を施

し、胴部には上からそれぞれ４条・３条・４条の沈線を施し、２つの沈線間に三角刺突文を施す。外面

ハケメを施し、ヘラミガキ痕はみられない。内面ユビオサエ・板ナデ調整である。２９は大型壺の底部で

ある。大型の鉢の可能性もある。無文で、外面にハケメを施し、内面に板ナデ痕がみられる。ヘラミガ

キはみられない。

　第３８図３０〜３７はサヌカイト製石鏃である。平基ないし凹基式で、いずれも小型である。３８は砥石

で、３面に線条痕がみられる。粘板岩製である。３９は敲石であろう。点紋塩基性片岩製である。

　土坑 SK３０４

　土坑 SK３０４は、調査区北西部に位置する（第２９図）。溝 SD３０２埋没後に掘削された遺構である。径

約１.１ⅿ、深さ約０.５ⅿである（第３１図）。出土遺物は少ない。弥生前期末から中期初頭に相当する。

　第３８図４０は甕である。如意形口縁で、胴部上半に２条の沈線を施す。外面はハケメ調整。内面は、
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口縁部付近に横方向のハケメを施し、以下板ナデを施す。４１は石庖丁の破片である。

　土坑 SK３０５

　土坑 SK３０５は調査区北西端、土坑 SK３０４のすぐ北西隣に位置する（第２９図）。径約０.８５ⅿ、深さ約

０.２５ⅿをはかる（第３１図）。出土遺物はみられない。

　

　２　第２遺構面

　第２遺構面では、弥生中期から中世にわたる遺構を多数検出した（第３９図）。本来は、土壌化の著し

い第３層上面から掘られたものと考えられる。地表面として機能していた期間が長かったため、多様な

時期の遺構が同一面で検出されるものと考えられる。

　溝 SD２０１〜 SD２０４・２１０

　溝は SD２０１〜 SD２１０の１０条を検出した。このうち、溝 SD２０１〜 SD２０４・SD２１０は調査区北半に、

東西方向に展開する。いずれも同じような規模で、平行して展開する。

　溝 SD２０１は、調査区北隅付近に展開する（第３９図）。調査区西端部分では、とぎれている。

　溝 SD２０２は、幅約０.８ⅿ、深さ約０.２ⅿである（第４０図）。調査区やや西よりで、２つに分岐するが、

分岐した溝は、すぐとぎれる（第４０図上段）。出土遺物は少なく、須恵器杯蓋が１点出土している（第

６０図１２５）。TK４６様式に属し、７世紀中葉の所産であろう。

　溝 SD２０３は、調査区中央付近を東西方向に展開する。幅約０.４ⅿ、深さ約０.１ⅿである（第４０図）。

　溝 SD２０４は、調査区中央付近を東西方向に展開する。同種の溝では最南端のものである。幅約０.８ⅿ、

深さ約０.２ⅿをはかる（第４１図）。調査区西よりでは２条が平行して展開するが、調査区中央付近で合

流し、１条となる（第４１図）。

　溝 SD２１０は、調査区北部、溝 SD２０１の南側に展開する。

　以上、出土遺物はほとんどみられないが、いずれも同種の遺構であることから、溝 SD２０２と同時期の

７世紀中葉ごろとみてよいのではあるまいか。

　溝 SD２０５

　溝 SD２０５は、調査区南を、東西に蛇行して展開する（第３９図）。上面幅約１.２ⅿ、底面幅約０.３ⅿ、

深さ約０.７ⅿをはかる（第４１図）。溝の埋土からは、おびただしい量の遺物が出土した（第４２図）。焼

土が展開する部分があり（第４２図下段）、付近からは勾玉形石製品が出土している（第４７図８０）。時

期は、出土土器・須恵器からみて、５世紀後葉と考えられる。

　遺物が多量に出土した（第４３〜４７図）。

　第４３図４２〜第４６図６１・６３は土師器甕である。４２・４３・４５は、やや肩の張った球形の胴部からや

や突っ立った「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。外面はナデ調整で、内面上半はナデ、下

半はヘラミガキである。４４は卵形の胴部をもち、「く」の字状に屈曲し、やや直立気味に立ち上がる口縁

部をもつ。外面はハケメ調整で、内面はユビオサエが顕著である。４６は、球形の胴部をもち、「く」の

字状に屈曲する、やや短い口縁部をもつ。外面はタタキののちハケメ、内面はユビオサエと板ナデ調整

である。４７は「く」の字状に屈曲する長い口縁部をもつ。口縁端部に凹線を施す。外面はハケメ調整で

ある。４８は球状の胴部をもち、「く」の字状に屈曲し、やや内湾気味に立ち上がる口縁部をもつ。口縁

端部の内面をつまんで、肥厚部分を作出している。外面はハケメ、内面はヘラケズリで、ヘラ状工具に

よる縦方向の条線がみられる４９・５０は、いずれも「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。や
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２　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/6）

１　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）マンガン・鉄分・土器を含む

２　暗灰黄色粘質シルト（2.5Y4/2）マンガン・土器を含む

３　暗灰黄色シルト質粘土（2.5Y4/2）マンガンを含む
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１　暗オリーブ褐色砂質シルト（2.5Y3/3）マンガン・鉄分を含む

２　黄褐色シルト（2.5Y5/3）

第４０図　土坑 SK２０７、溝 SD２０２・SD２０３
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１　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）
２　オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y4/3）マンガンを含む
３　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）マンガンを少量含む
４　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）土器を含む

１　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/3）マンガンを含む
２　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）マンガンを含む
３　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）第2層に似るが、土器を多く含む
４　暗オリーブ粘質シルト（5Y4/3）マンガンを含む
５　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）マンガンを含む
６　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）マンガン・鉄分を含む
７　にぶい黄色粘質シルト（2.5Y6/4）マンガンと少量の鉄分を含む
８　黒褐色シルト（2.5Y3/2）マンガン・鉄分を少量含む
９　黒褐色粘土（2.5Y3/1）

撹乱

１　黒褐色粘質シルト（10YR2/2）マンガン・土器を含む
２　黒褐色シルト質粘土（2.5Y3/2）マンガン・小礫を含む
３　黒褐色粘土（2.5Y3/1）マンガン・土器・結晶片岩（5〜6㎝大）を含む
４　黄褐色シルト（10YR5/6）小礫〜こぶし大・人頭大の石を含む
５　にぶい黄褐色粘質シルト（10YR4/3）
６　黄褐色シルト質粘土（10YR5/8）土器の小片を含む
７　オリーブ褐色粘土（2.5Y4/3）
８　褐色シルト質粘土（7.5YR4/4）
９　黄褐色粘土（2.5Y5/4）
10　褐色粘土（7.5YR4/6）鉄分を含む
11　黄褐色粘土（2.5Y5/3）鉄分を含む
12　にぶい黄色粘土（2.5Y6/4）土器の小片を含む
13　暗灰黄色粘土（2.5Y4/2）粘性強い、下半に鉄分の集積がある
14　黄褐色粘土（2.5Y5/6）鉄分・土器を含む
15　オリーブ褐色粘土（2.5Y4/4）
16　黒褐色粘土（2.5Y3/1）第3層に似るが、小礫がみられない
17　暗褐色粘土（10YR3/3）
18　灰黄褐色粘土（10YR4/2）

第４１図　溝 SD２０４・SD２０５・SD２０７　　　　　
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や小型の個体である。外面ハケメ、内面はヘラケズリである。５１はやや縦長の胴部をもち、「く」の字

状に屈曲して立ち上がる。口縁端部を欠いている。内・外面ともにハケメ調整である。５２〜５４は、い

ずれも「く」の字状に屈曲して立ち上がる、やや短い口縁部をもつ個体である。５３は口縁端部に凹線を

もつ。５５は球状の胴部に、「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。口縁部は一旦直立したのち、

外反して立ち上がる。外面ハケメ、内面はヘラケズリである。５６〜５８は、やや縦長の胴部をもち、外

湾ぎみに屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。いずれも口縁部付近の器壁は厚く、５７は口縁端部に凹線を

有する。５６・５７は外面ハケメ、内面ヘラケズリで、５８は、内・外面ともにハケメを施す。５９・６０は、

「く」の字状の口縁部をもち、外湾ぎみに屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。６１は屈曲して立ち上がる

２段口縁を呈する。口縁端部を１か所意図的にうち欠いている。６３は大型で球状の胴部をもち、２段に

屈曲する口縁部をもつ個体である。外面ハケメ、内面ヘラケズリ調整である。第４６図６２・６６は弥生後

期の甕である。第４６図６４・６５・６７は、弥生後期の鉢である。６４は内湾して立ち上がる鉢である。６５

は「く」の字状に屈曲して立ち上がる。６７は小型の鉢で、口縁部付近に１条の凹線をもつ。

　第４７図６８〜７０は須恵器である。６８は杯蓋である。調整は回転ヘラナデ、端部はやや長い。６９は高

杯である。基本は回転ヘラナデ、杯部下半にカキメがみられる。脚部に方形の透かし孔を３か所もつ。

７０も高杯である。基本は回転ヘラナデであるが、杯部下半に回転ヘラケズリをもつ。いずれも TK２３な

いし４７様式である。

　第４７図７１〜７７は、土師器高杯である。いずれも小型の個体である。７１は皿状の杯部をもつ。外面

ナデ・ヘラケズリ、脚部に一部ヘラミガキを施す。脚部に円形の透かし孔を３か所もつ。７２は、内・外

面ともナデ調整である。脚部に円形の透かし孔が４か所施される。７３も７１・７２と同形態である。７４は、

杯部がやや浅い形態である。外面ヘラミガキ、内面にヘラケズリが顕著に認められる。円形の透かし孔

が４か所みられる。７５は皿状の杯部である。７６・７７は脚部であり、それぞれ円形の透かし孔が３か所

認められる。

　第４７図７８〜８０は石器・石製品である。７８は打製石庖丁で、えぐりをもつ。珪質片岩製である。７９

は打製石斧である。右側縁に線状の敲打痕がみられる。石材は珪質片岩である。８０は勾玉形石製品で

ある。上端部に１か所穿孔が認められる。滑石製である。長さ４.８㎝、幅２.３㎝、厚さ０.７㎝をはかる。重

量は１１.３７ℊである。

　第４７図８１は棒状の鉄製品である。長さ８.１㎝、幅０.７㎝、厚さ０.５㎝をはかり、重量は９.６ℊをはか

る。

　溝 SD２０６・SD２０８

　溝 SD２０６・SD２０８は、調査区南半にみられる。いずれも南西から北東方向へ展開する（第３９・４１図）。

　溝 SD２０７

　溝 SD２０７は、調査区中央南端から北東方向へ向かい、調査区中央東端へと弧状に展開する（第３９図）。

幅約３ⅿ、深さ約０.９ⅿをはかる（第４１図）。本調査では最大の溝である。埋土は粘土からシルト質の

土壌からなっており、グライ化している。排水不良気味の堆積環境にあったものと推察される。出土遺

物は弥生前期中葉から中期後葉であるが、主体は中期初頭から中葉である。庄遺跡では、弥生中期初頭

から中葉の遺構は少なく貴重な類例である。２００６年度調査、西病棟地点において、溝 SD２０７の下流部

を検出している。

　出土遺物は、溝の規模からみると少なめである（第４８〜５２図）。
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　第４８図８２は弥生前期中葉の壺である。頸部に４条程度の沈線を施し、その上に刻目を施す。胴部に

５条の沈線を施し、その上に刻目を施す。調整は外面ハケメのちヘラミガキである。胴部の張りがやや

強く、古い形態をとどめている。８３は無文の壺である。胴部の張りはあまり大きくない。また頸部から

屈曲して立ち上がる、短い口縁部をもっている。外面はヘラミガキで、内面ヘラナデであるが、砂粒が

若干動いて、ヘラケズリに近い。赤褐色を呈する特徴的な色調である。本資料と比較してはるかに大型

ではあるが、第６次調査青藍会館地点出土の土器棺に、器形と胎土、色調が酷似している（北條編１９９８）。

弥生前期中葉であろう。８４は壺で、頸部に螺旋状の沈線３条、胴部に３条の沈線を施す。外面はハケメ

が顕著で、内面は口縁部付近のみヨコハケ、以下板ナデである。弥生前期後葉に位置づけられよう。８５

は壺の口縁部である。口縁端部に１条、頸部に６条の沈線を施す。弥生中期初頭と考えられる。８６は細

頸壺である。口縁端部に刻目をもつ。頸部から胴部に、それぞれ８条、６条、１０条、８条、１条以上の

半裁竹管をもちいた沈線を施し、沈線間に三角刺突文を施す。外面はヘラミガキ痕が顕著に残る。弥生

中期初頭であろう。８７は壺の口縁部である。口縁端部に凹線を３条施し、その上に２個１組の粘土粒を

貼り付ける。口縁部内面に格子目条の沈線を施す。弥生中期中葉であろう。第４９図８８は大型の甕であ

る。胴部上半で大きく張って、「く」の字状に屈曲して立ち上がる。口縁端部も内面に屈曲させる。胴部

外面にハケメを施し、胴部下半から底部のみ、縦方向のヘラミガキを施す。内面は下半がヘラケズリ、

上半がハケメである。弥生中期中葉であろう。８９はやや器高の低い甕である。「く」の字状に屈曲して

立ち上がり、口縁端部に凹線を１条施す。胴部外面上半はハケメ調整で、胴部下半から底部に縦方向の

ヘラミガキを施す。内面は下半がヘラケズリ、上半はヘラナデである。９０は大型の甕である。胴部上半

の張りが強く、「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。口縁端部も内側に屈曲させる。調整は

胴部上半にハケメを施し、下半部に縦方向のヘラミガキを施す。内面は下半にヘラケズリがみられる。

弥生中期中葉であろう。９１は甕である。胴部は弱く張り、「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をも

つ。外面はハケメのちヘラミガキ、内面は板ナデである。弥生中期中葉であろう。９２は甕である。「く」

の字状に外反して立ち上がる口縁部をもつ。胴部上半に櫛描文を描き、その下に櫛描波状文を施す。外

面に縦方向のハケメを施し、内面口縁部付近のみ横方向のハケメを施す。弥生中期初頭である。９４は小

型の甕である。逆「L」字状の口縁部をもつ。口縁端部に刻目を施す。胴部上半に櫛描波状文・櫛描文

を施す。弥生中期初頭である。９６は甕の胴部片である。多条沈線と山形文をもつ。弥生中期初頭であ

ろう。９３・９５・９７・１００は壺の底部で、９８・９９は甕の底部である。１０１は鉢の口縁部で、穿孔をもっ

ている。１０２は高杯脚部である。脚部の上面を充填して杯部を作るタイプである。弥生中期中葉であろ

う。

　第５１・５２図は石器である。１０３・１０４はサヌカイト製の石鏃である。いずれも凹基式である。１０５は

敲石である。重量は９７８.２４ℊで、砂岩製である。１０６は伐採斧である。基部を欠いている。刃部に敲打

痕がみられるため、敲石に転用したものであろう。重量３３８.６９ℊで、緑色岩製である。１０７も伐採斧で

ある。１０６同様敲石に転用したものと考えられる。重量２１９.３２ℊで、点紋塩基性片岩製である。１０８は

磨製石庖丁の破片である。塩基性片岩製である。

　溝 SD２０９

　溝 SD２０９は、調査区南半の西端で、南北方向に展開する。一部土坑状になる部分がみられる（第３９

図）。時期は弥生後期前葉から中葉であろう。

　第５３・５４図が出土遺物である。
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土坑SK201
１　暗灰黄色シルト（2.5Y5/2）多量の鉄分を含む
２　オリーブ褐色シルト質粘土（2.5Y4/4）
３　暗灰黄色粘土（2.5Y5/2）
４　黄褐色粘土（2.5Y5/3）土器を含む
５　にぶい黄褐色シルト質粘土（10YR4/3）

土坑SK202
１　黒褐色シルト質粘土（10YR3/2）
２　オリーブ黒色粘土（5Y3/1）土器を含む
３　オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y4/6）
４　灰オリーブ色粘土（5Y4/2）

土坑SK203
１　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）
２　オリーブ褐色粘質シルト（2.5Y4/3）
３　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）第１層に似るが、土器片を含む
４　黒褐色シルト（2.5Y3/2）

土坑SK204　土坑SK205
１　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）
２　黒褐色粘質シルト（2.5Y3/2）
３　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/3）
４　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）第１層に似るが、鉄分・
　　マンガンを含む
５　オリーブ褐色粘土（2.5Y4/3）
６　暗灰黄色粘質シルト（2.5Y4/2）
７　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）
８　暗灰黄色粘土（2.5Y4/2）
９　黒褐色シルト（2.5Y3/2）土器片を少量含む

土坑SK206
１　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）
２　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）第1層に似るが、やや暗い色調
３　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）
４　オリーブ褐色砂質シルト（2.5Y4/3）マンガンを含む
５　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）
６　オリーブ褐色シルト質極細砂（2.5Y4/3）マンガンを含む
７　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/3）
８　暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）第5層に似るが、マンガンを含む
９　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/3）第7層に似るが、やや暗い色調
10　オリーブ褐色シルト（2.5Y4/4）
11　暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）第2層に類似、マンガン・鉄分を含む

第５５図　土坑 SK２０１〜 SK２０６　　　　　　　
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　１０９〜１１６は甕である。１０９は「く」の字状に屈曲して立ち上がるものである。口縁端部に２条の凹

線を施す。外面ハケメ、内面下半は縦方向、上半横方向のヘラケズリを施す。１１０は「く」の字状に屈

曲して立ち上がる口縁部をもつ。やや厚い器壁を呈する。外面タタキのちハケメ、内面ヘラケズリであ

る。１１１は「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。外面タタキ、内面ヘラケズリである。１１２

は「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。口縁端部に２条の凹線を施す。外面タタキのちヘ

ラミガキ、内面ヘラケズリである。１１３も「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。外面タタ

キ、内面ヘラミガキである。１１４も「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をもつ。口縁端部に２条

の凹線を施す。内面ヘラケズリである。第５４図１１５は「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部をも

つ。胴部タタキのちハケメ、内面ヘラケズリである。１１６は「く」の字状に屈曲して立ち上がる口縁部

をもつ。底径が大きい。外面タタキのちハケメ、内面ヘラケズリである。全体的に粗雑な作りである。

　１１７・１１８・１２１〜１２３は高杯である。１１７は屈曲して外反する杯部をもつ。杯・脚部とも外面ヘラミ

ガキ、杯部の内面ヘラミガキ、脚部内面ヘラケズリである。３か所の円形透かし孔をもつ。１１８は、

「く」の字状に屈曲して立ち上がる杯部をもつ。杯部・脚部とも外面ヘラミガキ、内面は杯部ヘラミガ

キ、脚部ヘラケズリである。４か所の円形透かし孔をもつ。１２１は高杯の杯部、１２２は脚部である。１２３

は「く」の字状に屈曲して立ち上がる杯部をもつ。杯部に凹線５条、脚部に凹線４条を施す。杯部・脚

部ともに外面ヘラミガキ、内面は杯部ヘラミガキ、脚部ヘラケズリである。１１９・１２０は壺である。１１９

は外面ヘラミガキ、ハケメで、内面板ナデである。１２０は底部付近に焼成後の穿孔がみられる。外面タ

タキのちヘラミガキ、内面ヘラケズリである。

　石器は１点出土している。１２４は磨製石庖丁である。穿孔を１か所残す。破断面にも研磨を施してい

る。磨製石庖丁破損後、扁平片刃石斧に転用途上のものと思われる。本地域ではめずらしい白色の流紋

岩製である。重量２７.６ℊをはかる。本来は第５層（弥生前期包含層）相当の遺物と考えられ、混入した

ものであろう。

　土坑 SK２０１〜 SK２０６

　土坑 SK２０１・SK２０２は、調査区東端やや北よりに位置する（第３９図）。いずれも径約１ⅿ、深さ５

〜１０㎝ほどの浅い不整形の土坑である（第５５図）。機能は不明、出土遺物もみられない。

　土坑 SK２０３〜 SK２０６は調査区中央やや北東よりに群集する（第３９図）。いずれも隅丸方形を呈する

（第５５図）。土坑墓群ないし木棺墓群の可能性もあるが、決め手はない。

　土坑 SK２０３は、長さ約２ⅿ、深さ約１５㎝をはかる。南北が主軸である。出土遺物はない。土坑

SK２０４は、長さ約１.７ⅿ、幅約１ⅿ、深さ約１０㎝をはかる。この一群で唯一東西を主軸とする。出土

遺物はない。土坑 SK２０５は、長さ２ⅿ程度、幅約１ⅿ、深さ約１５㎝をはかる。南北方向を主軸とする。

出土遺物はみられない。土坑 SK２０６は、長さ約２.２ⅿ、幅約１.３ⅿ、深さ約２０㎝をはかる。南北方向

を主軸とする。鉄製品（第６０図１２７）が出土している。

　土坑 SK２０７

　調査区西、溝 SD２１０と溝 SD２０２の間に位置する（第３９・４０図）。出土遺物はない。

　掘立柱建物 SA２０１

　調査区北端付近中央に位置する（第３９図）。規模は、東西２間約２.７ⅿ×南北１間約２ⅿである（第

５６図）。北側の柱穴２本が、撹乱によって破壊されている。柱穴は径約２５㎝、深さ約３５㎝をはかる。出

土遺物はみられない。
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　竪穴住居 SB２０１

　調査区西端北で平面プランの一部を検出した（第３９図）。深さ約２０㎝をはかる（第５７図）。周溝が残

存している。床面には焼土がみられた。製塩土器が１点出土している（第６０図１２６）。出土遺物が少ない

ため、所属時期は不明であるが、形態と周辺で検出した類例からみて、弥生終末期と考えられる。

　３　第１遺構面

　第１遺構面では、溝２条と土坑１基、耕作痕とおぼしき遺構や、近代の柱穴列など若干を検出してい

る（第５８図）。時期は近世後期から近代である。土坑・溝・耕作痕は、第１・２層が水田層と考えられ

るため、水田に付随する灌漑施設と考えられる。柱穴列は、農作業小屋ないし陸軍第４３連隊兵営建設後

の遺構と考えられる。

　溝 SD１０１

　溝 SD１０１は調査区南端付近を東西方向に展開している（第５８図）。

　出土遺物は、第６０図１３２〜１３６である。１３２・１３３はサヌカイト製の石鏃である。１３４は陶器底部

である。１３５は土師器甕の口縁部である。１３６は磨製石庖丁で、粘板岩製である。

　溝 SD１０２

　溝 SD１０２は調査区北端に位置し、東西方向に展開する（第５８図）。調査区やや西で、南方に分岐し

ている。その分岐点付近と、分岐点西側に、集石が展開している（第５９図）。集石は、人頭大の川原石

から形成されている。溝の規模は、幅約１.４ⅿ、深さ約０.３５ⅿをはかる。

　出土遺物は、第６０図１２８〜１３１である。１２８は青磁碗の口縁部片である。１２９は棒状土錘の破片で

ある。残長約３.８㎝、幅約１.８㎝、厚さ約１.７㎝をはかり、重量は１５.９３ℊである。穿孔部とともに、上

面に紐掛け用と目される沈線を施している。１３０は青磁碗の底部である。１３１は柄鏡で、「高砂」、「天下

一藤原義信」の銘文と、松竹梅の文様を施している。

　木製品が多数出土した。漆椀（図版３８下段）、下駄（図版３９上段）などが出土したものの、現存しない。

　土坑 SK１０１

　土坑 SK１０１は、調査区北西部に位置する（第５８図）。長方形から楕円形を呈する。長さ約４.６ⅿ、幅

約２.２ⅿをはかる。深さは、最深部で０.８ⅿである（第６１図）。東部分に曲物の痕跡がみられ、井戸であっ

た可能性が高い。

　その他の出土遺物は、第６３図１３７〜１４０に図示した。しかし、土坑 SK１０１にともなう遺物は１４０

のみで、１３７〜１３９は、本来第３遺構面の溝 SD３０１（弥生前期末・中期初頭）に属するものであろう。

土坑 SK１０１床面に接するように出土したため、取り上げたものと推察される。

　１３７は弥生前期末の壺である。頸部・胴部にそれぞれ４条の貼り付け凸帯を有する。外面はハケメの

ちヘラミガキ、内面は口縁部付近のみ横方向のハケメのちヘラミガキを施す。１３８は弥生中期初頭の細

頸壺である。口縁部を欠いている。半裁竹管による沈線・山形文を施す。調整は外面ハケメのちヘラミ

ガキである。１３９は甕用の蓋である。外面にヘラミガキがみられる。１４０は小型の磁器皿である。

　４　遺物包含層等出土遺物

　第５層（弥生前期包含層）出土遺物

　弥生前期中葉から後葉にかけて堆積した洪水砂を起源とする第５層からは、弥生前期の遺物が多量に
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3 灰オリーブ色粘質シルト（7.5Y4/2）鉄分を含む

4 灰オリーブ色シルト（7.5Y4/2）

5 灰オリーブ色細砂（7.5Y4/2）炭化物・木片を含む

6 オリーブ色粘土（5Y5/4）

7 オリーブ黒色シルト質粘土（5Y3/2）木片を含む

8 灰オリーブ色粘土（7.5Y5/2）

9 灰オリーブ色シルト（5Y4/2）

10 灰オリーブ色粘質シルト（5Y4/2）

11 オリーブ黒色細砂混じりシルト質粘土（5Y3/2）

12 灰オリーブ色粘土（5Y4/2）土器・木片を含む

13 灰オリーブ色細砂（7.5Y4/2）

14 灰オリーブ色細砂混じりシルト（5Y4/2）鉄分を含む

15 灰オリーブ色粘土（7.5Y4/2）炭化物・木片を含む、青灰色粘土ブ

ロックを含む

16 灰オリーブ色細砂混じり粘土（7.5Y4/2）炭化物を含む

17 灰オリーブ色粘土混じり細砂（5Y4/2）土器・炭化物・木片を含む

18 灰オリーブ色粘土（7.5Y4/2）青灰色粘土ブロックを多量に含む

19 灰オリーブ色細砂混じりシルト質粘土（5Y4/2）

20 灰オリーブ色シルト質粘土（7.5Y4/2）土器・炭化物を含む

21 暗オリーブ色細砂混じり粘土（5Y4/3）

22 灰オリーブ色粘土（7.5Y4/2）第18層より粘性が強い。青灰色粘土

ブロックを多量に含む

第６１図　土坑 SK１０１
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出土した（第６３図１４１〜第６６図１５２）。本来は、洪水砂が堆積した後、短期間遺構面が形成された時

に掘削された遺構にともなうものと考えられる。地表面として機能した期間が短かったため、土壌化が

進行する前に埋没し、遺構埋土を見分けることができなかったものと考えられる。

　第６２図 A 〜 C は、調査区東から出土した完形の土器である（第６２図）。A に焼成後の穿孔がみられ

ることと、C は土器が組み合って合せ口状を呈していることから、土器棺の可能性もある。

　A は、弥生前期中葉の壺である（第６３図１４１）頸部に削り出し凸帯がみられ、その上に３条の沈線

を施す。胴部に焼成後の穿孔がみられる。外面はハケメのちヘラミガキを施し、内面は口縁部付近のみ

ハケメがみられる。B は、弥生前期中葉の壺である（第６３図１４２）。口頸部界に３条の沈線を施し、胴

部に３条の沈線を施す。外面にハケメのちヘラミガキを施し、内面の口縁部付近に、ハケメのちヘラミ

ガキを施す。C は２個体からなっている（第６４図１４３・１４４）。１４３は壺で、頸部に３条の凸帯を貼り

付け、その上下に断続的な竹管文を施す。胴部には２条１組の沈線を３組施し、それぞれの下に、断続

的な竹管文を施す。外面にハケメを施す。１４４は鉢の底部で、外面にハケメ調整がみられる。いずれも

弥生前期末であろう。

　第６５図１４５は、小型の壺である。頸部に３条の沈線を施す。１４６は無文の鉢である。小型で、内外

面ともにヘラミガキがみられる。１４７も鉢の口縁部片である。穿孔が２か所認められる。１４８は土製紡

錘車である。径４.７㎝、厚さ２.１㎝をはかり、重量は４１.２３ℊである。１４９はサヌカイト製のスクレイ

パーである。１５０はサヌカイト製の打製石庖丁である。長さ１０.１㎝、幅４.３㎝、厚さ１.２㎝をはかる。重

量は６９.７４ℊである。１５１は磨製石庖丁である。穿孔はなく、両側縁に抉りが認められる。長さ１５.９㎝、

幅６㎝、厚さ０.７㎝をはかる。重量は１４４.５３ℊをはかる。藍閃石−塩基性片岩製である。第６６図１５２

は敲石であるが、柱状片刃石斧の素材である可能性もある。長さ２５㎝、幅５.１㎝、厚さ４.１㎝をはかり、

重量は８１９.５ℊである。川原石を素材とし、石材は藍閃石−塩基性片岩製である。

　その他の遺物

　第６６図１５３は土師器高杯の脚部である。古墳時代中期のものであろう。１５４はサヌカイト製石鏃の

未製品であろう。１５５はサヌカイト製のスクレイパーである。１５６は近世から近代の土製品であろう。

１５７は碧玉製の管玉である。重量は０.４６ℊである。第６次調査青藍会館地点出土の弥生前期の墓域にと

もなう管玉（北條編１９９８）と、色調が酷似している。本来弥生前期のものである可能性が高い。１５８・

１５９は碁石である。１６０は洪武通宝、１６１は寛永通宝である。
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第３章　小　　　結

　医療技術短期大学地点では、遺構が良好な状況で残存し、多量の遺物が出土している。

　第３遺構面では、弥生前期中葉から弥生前期末の良好な一括資料が出土している。なかでも、土坑

SK３０２・SK３０３からは良好な土器が多量に出土した。また、壺の出土が目立つこと、土坑 SK３０２から

は打製石剣が出土していることなどから土坑墓の可能性もある。第５層からは、胴部を穿孔した完形の

壺や、合せ口状の壺・鉢が組み合って出土しており、当時の墓域が展開した可能性もある。遺物包含層

より出土した碧玉製の管玉（第６６図１５７）も、第６次調査青藍会館地点（北條編１９９８）出土の管玉に

酷似しており、弥生前期のものである可能性が高い。弥生前期中葉までの墓域は、蔵本団地南西端の第

６次調査青藍会館地点（北條編１９９８）で検出されているが、弥生前期末の墓域は未発見である。当時

の集落景観を復原する上でも、注意すべき類例である。

　第２遺構面でも多くの遺構を検出している。溝SD２０７は、弥生中期初頭から中葉を中心とする遺構で

ある。庄遺跡周辺では、この時期の遺構の検出例は極めて少ない。弥生前期末・中期初頭の集落解体後、

弥生中期後葉の集落再編まで、どのような展開をみせたのかは懸案となっており、貴重な資料となった。

　溝 SD２０９においても、弥生後期中葉の良好な資料をえることができた。なかでも、第５層（弥生前期

包含層）からの混入とは思われるが、流紋岩製の磨製石庖丁は、本地域としては貴重な資料である。

　溝 SD２０５からは、多量の土器とともに、焼土や勾玉形石製品が出土した。５世紀後葉の祭祀遺構と考

えられよう。

　

文　献

田辺昭三１９８１『須恵器大成』角川書店

北條芳隆編１９９８『庄・蔵本遺跡〜徳島大学蔵本キャンパスにおける発掘調査〜』徳島大学埋蔵文化

財調査報告書１　徳島大学埋蔵文化財調査室
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第１章　概　　　要

　弓道場建設に伴う立会調査は、実施時期についての資料の所在がわからないため正確ではないが、

諸々の資料から１９８３年３月におこなったものと推察される。弓道場の位置は、課外活動共用施設地点

のすぐ西側、蔵本団地西端中央部付近に相当する（第１図３の西隣）。

　立会は、掘削をともなった弓道場の的場についておこなった（第６７図上）。

第２章　調査の成果

第１節　基本層序

　基本層序の様相は、ほかの調査地点と同じである（第６７図下）。第１（表土）・２（大・巨礫層）層

は近代以降の造成土である。第３層（オリーブ褐色シルト層）は近代に陸軍第４３連隊が建設される前

の水田層であろう。グライ化が進行しており、排水不良気味の水田であったと考えられる。第４層（緑

灰色粘土層）は、近世の水田層である。第３層と同様グライ化している。第５層（褐灰色シルト層）は、中

世から近世の包含層である。第６層（黒褐色粘質シルト層）は、弥生前期末・中期初頭から中世の遺物

を含む、長期間地表面として機能したと考えられる土壌化層である。第７層（暗青灰色シルト質極細砂

層）は遺構埋土である。第８層（黄褐色シルト層）は、弥生前期中葉から後葉の洪水砂起源層である。

第９層（暗褐灰色粘土層）は、弥生前期中葉ごろであろうか。第１０層（暗褐色粘土層）は、縄文晩期

末から弥生前期前葉の土壌化層である。

第２節　出土遺物

　遺物は少量出土している（第６８図）。いずれも小片で、時期は多様である。

　１は弥生前期前葉から中葉の壺口縁部である。内面に細い工具による沈線３条を施す。２は弥生前期

末の甕である。逆「L」字状口縁を呈するが、口縁端部を欠いている。胴部上半に９条の沈線を施す。３

は弥生中期初頭の甕である。無文で、外面はハケメ調整である。４は弥生前期の壺の底部である。５は

弥生後期後葉の壺の口縁部である。口縁端部に円形浮文を施す。６は弥生土器の壺の口縁端部片である。

時期の詳細は不明。７も弥生土器の壺ないし鉢の口縁部片である。時期の詳細は不明。８は近世の陶器

の底部片である。９は弥生土器の甕の口縁部片である。時期の詳細は不明。１０は弥生後期の甕の底部

である。１１は、弥生後期の蓋であろう。底部を横断する穿孔が認められる。１２は須恵器杯身である。

TK１０様式であろう。

第３章　小　　　結

　弓道場立会調査の出土資料は少量である。しかし、蔵本団地西端においても、他の地点と同様の層位

学的所見が確認できる。遺物包含層も良好に残存しており、開発時に注意を要することは間違いない。
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第６７図　弓道場立会調査
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ま　と　め
　今回報告した調査は、１９８０年代の第３次課外活同共用施設地点および第７次調査医療技術短期大学

地点である。いずれも庄遺跡の調査歴において、貴重な資料を提供している。

　課外活動共用施設は、蔵本団地でも西端の地点であったが、遺構・遺物ともに豊富な資料が出土した。

　第３遺構面で検出した不明遺構 SX３０１や土坑 SK３０１、第２遺構面検出の土坑 SK２０１は、本調査地の

東側に隣接する体育館地点（第１図２、徳島県教育委員会・徳島大学埋蔵文化財調査室２００５）や南東

側の体育館器具庫地点（第１図１、徳島県教育委員会・国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室２０１０）

において検出した、弥生前期末から弥生中期初頭の貯蔵穴とみられる土坑群の一部であると考えられよ

う。この調査区の南方では、同時期の大規模な開析流路が南西から北東方向に流れている。したがって、

単純に眉山の尾根筋から微高地がのびていたのではなく、調査地付近は、鮎喰川分流の自然堤防ないし

中洲性微高地が展開し、生活域として活用されたものと推察される。弥生前期中葉から末・中期初頭に

かけて、度重なる洪水砂の堆積によって、黄褐色細砂層からなる微高地は増大の一途をたどる。そこに

前期初頭からの水利網を活用し、最大限に集住化した集落像をイメージすることができる。一方微高地

の拡大によって、水田適地は失われていったのである。その後、鮎喰川の分流が埋積し、既存の水利網

が機能しなくなるとともに、集落は解体し、散住化するようになる。

　第２遺構面では、弥生終末期と考えられる竪穴住居SB２０１を検出している。東に隣接する体育館地点

でも、当該期の住居跡２棟を検出している。体育館地点では、斜縁鏡の破鏡も出土しており、周辺一帯

が弥生終末期の有力な集落域であった可能性が高い。また、課外活動共用施設の南東方面のゲノム機能

研究センター地点（第１図１６）、同増築地点（第１図１８）では、同時代の鍛冶遺構を検出しており、関

連をもつ可能性がある。ゲノム機能研究センター増築地点から動物実験施設地点（第１図５、徳島県教

育委員会・国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室２００８）、医学系総合実験研究棟地点（第１図２１）に

かけて、同時期の開析流路が蛇行して展開しており（国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室２０１０）、こ

の流路をはさんで東西に集落が展開していたことがわかる。

　また、体育館地点において検出した、１０世紀後葉の水路２０１と１３世紀初頭の東西大溝２０２の上流部

分である、溝 SD２０１と流路 SR２０１をみいだすことができた。ただし、飛鳥時代に属する東西大溝２０１

の上流部分は検出できていない。東西大溝２０１の上流部分は、溝 SD２０１ないし流路 SR２０１によって壊

されている可能性が考えられよう。

　溝 SD２０１からは、瓦器椀７点（うち和泉型瓦器椀６点）と、白磁碗、青磁皿各１点（いずれも小片）

が出土している。１２世紀末から１３世紀前葉の所産とみられる。当該期の畿内地域との直接的な交流を

示す資料は、現時点でも県内ではほとんどみつかっていない。これらに対応する集落域は、いまのとこ

ろ不明であるが、上記の出土品は小片で残りがあまりよくないところからみて、溝 SD２０１の上流側、蔵

本団地外西側のそう遠くない地点に、中島田遺跡（福家編１９８９）形成前の拠点的な集落が存在する可

能性が考えられるのである。

　体育館地点では、近世から近代の東西大溝１０１を検出した。この上流部分は、溝 SD１０１に相当する

ものと考えられる。

　医療技術短期大学地点でも、多様な遺構・遺物の出土がみられた。

　第３遺構面では、弥生前期中葉から弥生前期末の良好な一括資料が出土している。なかでも、土坑

SK３０２・SK３０３からは土器が多量に出土した。また、壺の出土が目立つこと、SK３０２からは打製石剣が
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出土していることなどから土坑墓の可能性も考えられよう。第５層からは、胴部を穿孔した完形の壺や、

合せ口状の壺・鉢が組み合って出土しており、当時の墓域が展開した可能性もある。遺物包含層出土の

碧玉製管玉（第６６図１５７）は、青藍会館出土（北條編１９９８）のものと色調が酷似しており、弥生前期

に属する可能性が高く、墓域との関連性を指摘できる。弥生前期中葉までの墓域は、蔵本団地南西端の

青藍会館地点（第１図６、北條編１９９８）で検出されているが、弥生前期末の墓域は未発見である。当

時の集落景観を復原する上で、今後も注意すべき類例であろう。

　弥生前期末・中期初頭の遺構は、体育館器具庫地点（第１図１）、体育館地点（第１図２）、課外活動

共用施設地点を中心とする一帯と、開析流路をはさんだ南東側の医療技術短期大学地点（第１図７）、酵

素科学研究センター地点（第１図１０、北條編１９９８）、共同溝地点（第１図１５）、西病棟地点（第１図

２０）から東病棟地点（第１図１３）にまたがる広範な範囲に展開していたことがわかっており、相当な

規模の集落を形成していたものと推察される。

　第２遺構面でも多くの遺構を検出している。溝SD２０７は、弥生中期初頭から中葉を中心とする。庄遺

跡周辺では、この時期の遺構の検出例は極めて少ない。弥生前期末・中期初頭の集落解体後、弥生中期

後葉の集落再編まで、どのような展開をみせたのかは懸案となっており、貴重な資料となった。この下

流部分を、西病棟地点（第１図２０）において検出している。

　溝 SD２０９においても、弥生後期中葉の良好な資料をえることができた。また、第５層（弥生前期包含

層）からの混入とみられるが、当地方としては珍しい、流紋岩性の磨製石庖丁（扁平片刃石斧に再加工

途上）が出土している。

　５世紀中葉の溝 SD２０５からは、多量の土師器・須恵器が密集して出土した。焼土や勾玉形石製品も出

土しており、祭祀関連の遺構と考えられる。この溝の上流部分は、ゲノム機能研究センター地点（第１

図１６）、下流部分は西病棟地点（第１図２０）において検出している。

　いずれの調査も、弥生前期中葉以降の微高地を中心とする生活遺構の実態を知る上で貴重な成果と

なった。

　既報告の資料からえられた課題とともに、今後の考察編刊行に期待したい。
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部
板

ナ
デ

口
縁

端
部

刻
目

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

弥
生

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
甕

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

土
坑
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

瓦
器

の
焼

き
損

じ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
・

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

��
�

��
��

��
Ｃ

前
葉

土
師

器
　

椀
ピ

ッ
ト

Ｓ
Ｐ
��
�

Ｓ
Ｐ

Ｐ
�
��

��
��

��
��

第
1

表
　

課
外

活
動

共
用

施
設

地
点

　
土

器
・

陶
磁

器
遺

物
観

察
表



104　遺物観察表
備

考
調

整
・

文
様

色
調

器
高

㎝
底

径
㎝

口
径

㎝
型

式
ま

た
は

時
期

器
種

報
告

書
の

遺
構

番
号

調
査

時
の

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

内
面

外
面

裏
表

（
復

元
）

（
復

元
）

（
復

元
）

ヨ
コ

ナ
デ

回
転

ナ
デ

�
Ｐ

Ｂ
��
�

�
Ｐ

Ｂ
��
�

�
�

��
��
��

須
恵

器
　

広
口

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

ナ
デ

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

弥
生

後
期

後
葉

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

��
Ｙ
��
�

��
Ｙ
��
�

��
�

��
��
�

��
��
��

近
世

磁
器

　
皿

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
�

�
��

��
��

口
縁

端
部

に
ス

ス
付

着
ヨ

コ
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
��

��
Ｃ

土
師

器
　

皿
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

外
面

風
化

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
��

��
Ｃ

土
師

器
　

皿
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

Ｎ
��

�
Ｐ

Ｂ
��
�

�
�

��
��
��

須
恵

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
��

�
��

��

Ｔ
Ｋ
��

須
恵

器
杯

と
同

形
態

回
転

ヨ
コ

ナ
デ

・
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

回
転

ヨ
コ

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
��

�
Ｃ

後
葉

須
恵

器
　

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
��

�
��

��

外
面

一
部

剥
離

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

ハ
ケ

メ
・

波
状

文
・

櫛
描

文
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
中

期
前

葉
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
�

�
��

��

外
面

風
化

・
底

部
に

圧
痕

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

ナ
デ

・
底

部
に

圧
痕

��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
��
�

�
弥

生
後

期
後

葉
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��

��

外
面

風
化

・
内

面
に

炭
化

物
付

着
？

ヨ
コ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

ヨ
コ

ナ
デ

�
Ｐ

Ｂ
��
�

Ｎ
��

�
�

�
須

恵
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

内
外

面
風

化
詳

細
不

明
詳

細
不

明
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
（

摘
み

部
）�
��

�
弥

生
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

蓋
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
�

�
��

��

内
外

面
風

化
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

詳
細

不
明

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
（

摘
み

部
）�
��

�
弥

生
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

甕
用

蓋
溝

Ｓ
Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
��

�
��

��

ナ
デ

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

厚
さ
��
��
�

幅
��
��
�

長
さ
��
��
�

土
師

器
　

甑
把

手
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
�

�
��

��

ナ
デ

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
土

師
器

　
甑

把
手

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

�
��

�
��

��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ナ
デ

口
縁

端
部

刻
目

、
板

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

、
胴

部
上

位
櫛

描
紋

・
波

状
文

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

弥
生

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

回
転

ナ
デ

、
肩

部
タ

タ
キ

回
転

ナ
デ

Ｎ
��

Ｎ
��

�
�

��
��
��

須
恵

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

�
��

��

ス
リ

目
ヨ

コ
ナ

デ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
��
��

�
近

世
す

り
鉢

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
〜

見
込

み
施

釉
、

見
込

み
部

分
無

釉
見

込
み

部
分

に
刺

突
跡

口
縁

端
部

ま
で

施
釉

・
口

縁
〜

底
部

無
釉

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

��
��
�

��
��
��

近
世

陶
器

　
皿

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

Ｎ
��

Ｎ
��

��
�

��
��
�

��
��
��

須
恵

器
　

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

��
��

��

施
釉

施
釉

�
Ｇ

Ｙ
��
�

�
Ｇ

Ｙ
��
�

��
�

��
�

��
��
�

近
世（

幕
末

）
磁

器
　

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

施
釉

回
転

ナ
デ

、
無

釉
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
��
�

�
近

世
陶

器
　

碗
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

施
釉

回
転

ナ
デ

、
上

部
施

釉
、

底
部

無
釉

�
Ｙ
��
�

�
Ｙ
��
�

�
��
�

�
近

世
陶

器
　

碗
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

施
釉

施
釉

�
Ｇ

Ｙ
��
�

�
Ｇ

Ｙ
��
�

��
�

（
摘

み
部

）�
��

��
��
�

近
世

磁
器

　
蓋

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
��

��
��

��
��

ナ
デ

ナ
デ

�
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
土

師
器

　
甑

把
手

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

�
��

��

ナ
デ

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
土

師
器

　
甑

把
手

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

�
��

��

ナ
デ

ナ
デ

��
�

Ｙ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
土

師
器

　
甑

把
手

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

�
��

��

ナ
デ

�
��
�

Ｙ
��
�

�
�

�
土

師
器

　
脚

部
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��

�
��

��

断
面

に
接

合
痕

口
縁

部
回

転
ナ

デ
、

肩
部

当
て

道
具

に
よ

る
同

心
円

文
口

縁
部

回
転

ナ
デ

、
肩

部
格

子
タ

タ
キ

メ
Ｎ
��
�

��
Ｙ
��
�

�
�

��
��
��

須
恵

器
　

壺
遺

物
包

含
層

等
Ｓ

Ｄ
��

　
下

部
砂

層
�

��
�

��
��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

�
Ｙ
��
�

Ｎ
��
�

�
�

��
��
��

Ｔ
Ｋ
��

？
�
Ｃ

中
葉

須
恵

器
　

甕
遺

物
包

含
層

等
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

�
��

�
��

��

口
縁

端
部

凹
線
�

条
・

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

弥
生

後
期

後
葉

弥
生

土
器

　
甕

遺
物

包
含

層
等

Ａ
�
�　

黒
褐

色
粘

土
質

シ
ル

ト
層

Ｐ
�
��

��
��

��
��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

��
�

��
�

��
��

Ｔ
Ｋ
��
�　
�Ｃ

前
葉

須
恵

器
　

杯
蓋

遺
物

包
含

層
等

黒
褐

色
粘

土
質

シ
ル

ト
層

Ｐ
�
��

��
��

��
��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

��
Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

��
��
��

須
恵

器
　

鉢
遺

物
包

含
層

等
に

ぶ
い

黄
褐

色
粘

土
層

�
��

�
��

��

外
面

に
絵

画
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

�
弥

生
後

期
後

葉
弥

生
土

器
　

壺
遺

物
包

含
層

等
に

ぶ
い

黄
褐

色
粘

土
層

Ｐ
�
��

��
��

��
��

外
面

底
に

ヘ
ラ

記
号

ヨ
コ

ナ
デ

・
ナ

デ
ヨ

コ
ナ

デ
・

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��
�

��
��
��

��
��
��

��
Ｃ

後
葉

〜
��

Ｃ
前

葉
土

師
器

　
皿

遺
物

包
含

層
等

部
室

ト
レ

ン
チ

部
室

Ｐ
�
�

ａ
・

ｂ
�

��
��

��

ヨ
コ

ナ
デ

の
ち

一
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ユ

ビ
オ

サ
エ

、
底

部
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

Ｎ
��

�
�

��
��
��

��
Ｃ

前
葉

瓦
器

　
椀

遺
物

包
含

層
等

ラ
ベ

ル
な

し
Ｐ
�
��

��
��

��
��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

��
�

�
��
��
��

須
恵

器
　

杯
遺

物
包

含
層

等
表

土
�

��
�

��
��

�
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
��
��
�

�
須

恵
器

　
高

杯
遺

物
包

含
層

等
表

土
�

��
�

��
��

�
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

土
師

器
　

甑
把

手
遺

物
包

含
層

等
部

室
ト

レ
ン

チ
部

室
Ｐ
�
�

�
��

��
��

�
ナ

デ
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
土

師
器

　
甑

把
手

遺
物

包
含

層
等

に
ぶ

い
黄

褐
色

粘
土

層
�

��
�

��
��

ナ
デ

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

土
師

器
　

甑
把

手
遺

物
包

含
層

等
に

ぶ
い

黄
褐

色
粘

土
層

�
��

�
��

��
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第
３

表
　

課
外

活
動

共
用

施
設

地
点

　
石

器
・

石
製

品
遺

物
観

察
表

備
考

石
材

重
量

　
ℊ

厚
さ

（
残

厚
）

㎝
幅

（
残

幅
）

㎝
長

さ
（

残
長

）
㎝

種
類

報
告

書
の

遺
構

番
号

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

珪
質

片
岩

��
��
��

��
�

��
�

��
��

打
製

石
庖

丁
未

製
品

不
明

遺
構

Ｓ
Ｘ
��
�

Ｓ
Ｘ
��

Ｓ
�
��
�

��
�

��
�

�

硬
質

砂
岩

��
��
��
�

��
��
�

��
�

��
��

磨
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��

��

砂
岩

��
��
��
�

��
�

��
�

��
��

砥
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��

��

ひ
ん

岩
��
��
��

��
�

��
�

��
��

石
杵

竪
穴

住
居

Ｓ
Ｂ
��
�

Ｓ
Ｂ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

緑
色

岩
��
��
��
�

��
�

��
�

��
��

敲
石

ピ
ッ

ト
Ｓ

Ｐ
��
�

不
明
�

写
真

か
ら

特
定

可
�

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

ピ
ッ

ト
Ｓ

Ｐ
��
�

Ｓ
Ｐ
�
�

Ｓ
�
��

��
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
�

石
鏃

未
製

品
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
�

石
鏃

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��
�

��
�

��
��

��
�

石
核

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

緑
色

岩
��
��
��

��
��

��
�

��
��

打
欠

石
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

　
合

流
部

底
Ｓ
�
��

��
��

��
��

緑
色

岩
��
��
��

��
�

��
�

��
��
�

敲
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

砂
岩

��
��
��

��
�

��
�

��
�

砥
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

　
合

流
部

底
Ｓ
�
��

��
��

��
��

砂
岩

��
��
�

��
�

��
�

��
��
�

磨
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�・
��
�

Ｓ
Ｄ
��

・
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

流
紋

岩
��
��
��

��
�

��
�

��
�

砥
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

粘
板

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
��

敲
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

粘
板

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
��
��

敲
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

緑
色

岩
��
��
��

��
�

��
�

��
��

砥
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

ス
ク

レ
イ

パ
ー

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

緑
色

岩
��
��
��

��
�

��
��
�

��
��

敲
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

流
紋

岩
��
��
�

��
��
�

��
�

��
��
�

砥
石

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｓ
�
��

��
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
��
�

石
鏃

遺
物

包
含

層
等

不
明

Ｓ
�
��

��
��

��
�

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
�

ス
ク

レ
イ

パ
ー

遺
物

包
含

層
等

に
ぶ

い
黄

褐
色

粘
土

層
Ｓ
�
��

��
��

��
�

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��
�

��
�

��
�

��
�

ス
ク

レ
イ

パ
ー

遺
物

包
含

層
等

表
採

Ｓ
�
��

��
��

��
�

��

塩
基

性
片

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
��
�

打
欠

石
錘

遺
物

包
含

層
等

に
ぶ

い
黄

褐
色

粘
土

層
Ｓ
�
��

��
��

��
�

��

粘
板

岩
��
��
�

��
��

��
�

��
��

敲
石

遺
物

包
含

層
等

褐
色

土
層

Ｓ
�
��

��
��

��
�

��

珪
質

片
岩

��
��
��

��
��

��
��

��
��

打
製

石
斧

遺
物

包
含

層
等（

弥
生

前
期

）
Ｓ

Ｄ
��

・
��

合
流

部
　

黄
褐

色
シ

ル
ト

層
Ｓ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

ひ
ん

岩
��
��
��

��
�

��
�

��
�

石
杵

遺
物

包
含

層
等

部
室

ト
レ

ン
チ

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

緑
色

岩
��
��
��

��
��
�

��
��
�

��
��
�

敲
石

遺
物

包
含

層
等

撹
乱

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

砂
岩

��
��
��

��
�

��
�

��
�

砥
石

遺
物

包
含

層
等

褐
色

土
層

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

砂
岩

��
��
��

��
�

��
�

��
�

砥
石

遺
物

包
含

層
等

褐
色

土
層

Ｓ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

第
２

表
　

課
外

活
動

共
用

施
設

地
点

　
土

製
品

・
金

属
製

品
遺

物
観

察
表

備
考

重
量

　
ℊ

厚
さ

（
残

厚
）

㎝
幅

（
残

幅
）

㎝
長

さ
（

残
長

）
㎝

種
類

報
告

書
の

遺
構

番
号

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

��
��

��
�

��
��

（
��
�）

管
状

土
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
��

��
�

��
�

（
��
�）

管
状

土
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
��

��
�

��
��

（
��
�）

管
状

土
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
�

（
��
�）

管
状

土
錘

竪
穴

住
居

Ｓ
Ｂ
��
�

Ｓ
Ｂ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
��

��
�

��
�

��
�

管
状

土
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
�

��
��

��
��
�

��
�

（
��
�）

（
��
�）

土
製

人
形

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
�

��
�

��
�

��
��

簪
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��

�
��
�

��
��

��

��
��

��
��

��
�

��
��

簪
遺

物
包

含
層

等
褐

色
土

層
Ｐ
�
��

��
��

��
��

��
��

��
�

（
��
�）

（
��
�）

土
製

紡
錘

車
遺

物
包

含
層

等
に

ぶ
い

黄
褐

色
粘

土
層

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

��
��
�

��
�

��
�

��
�

管
状

土
錘

遺
物

包
含

層
等

褐
色

土
層

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

��
�

��
�

��
�

��
�

管
状

土
錘

遺
物

包
含

層
等

に
ぶ

い
黄

褐
色

粘
土

層
下

砂
層

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

��
��

��
��

��
�

（
��
�）

管
状

土
錘

遺
物

包
含

層
等

部
室

ト
レ

ン
チ

部
室

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

��
��

��
�

��
�

（
��
�）

管
状

土
錘

遺
物

包
含

層
等

に
ぶ

い
黄

褐
色

粘
土

層
下

砂
層

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

��
��

��
�

��
�

（
��
�）

管
状

土
錘

遺
物

包
含

層
等

褐
色

土
層

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��



106　遺物観察表

備
考

調
整

・
文

様
色

調
器

高
㎝

底
径

㎝
口

径
㎝

型
式

ま
た

は
時

期
器

種
報

告
書

の
遺

構
番

号
調

査
時

の
遺

構
・

層
位

撮
影

番
号

整
理

番
号

図
版

番
号

図
内

面
外

面
裏

表
（

復
元

）
（

復
元

）
（

復
元

）

外
面

風
化

口
縁

部
〜

頸
部

板
ナ

デ
、

胴
部

不
明

口
縁

部
〜

胴
部

上
半

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
、

胴
部

下
半

ハ
ケ

メ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ナ

デ
、

頸
部

沈
線
�

条
、

胴
部

中
位

沈
線
�

条
、

底
部

板
ナ

デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
�

弥
生

前
期

末
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ａ
�
�　

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
�

��

断
面

に
接

合
痕

ナ
デ

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
・

半
裁

竹
管

を
用

い
た
�
条
�
組

の
沈

線
�

条
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

口
縁

部
ハ

ケ
メ

、
胴

部
ナ

デ
口

縁
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
、

頸
部

浅
い

沈
線
�

条
、

胴
部

浅
い

沈
線
�

条
・

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

（
��
��

）
（
��
�）

（
��
��

）
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

外
面

に
接

合
痕

頸
部

上
位

ハ
ケ

メ
、

頸
部

板
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

〜
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

内
面

風
化

頸
部

ナ
デ

、
胴

部
詳

細
不

明
頸

部
〜

胴
部

上
位

に
沈

線
�
条

・
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

頸
部

上
位

ハ
ケ

メ
、

下
位

ナ
デ

、
胴

部
上

半
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

頸
部

ハ
ケ

メ
・

胴
部

の
境

に
沈

線
�
条

、
胴

部
上

半
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

一
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

中
位

に
沈

線
�

条
・

ハ
ケ

メ
、

下
半

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
消

し

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

内
外

面
風

化
・

焼
成

時
剥

離
有

り
・

内
面

に
接

合
痕

・
傾

き
激

し
い

口
縁

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

痕
跡

、
胴

部
ナ

デ
？

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

〜
胴

部
ハ

ケ
メ

痕
跡

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

〜
��
��

��
�

��
��

弥
生

中
期（

Ⅱ
期

）
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

外
面

風
化

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
痕

跡
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

中
期（

Ⅱ
期

）
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

�
��

口
縁

部
三

角
刺

突
文

・
櫛

描
文

・
格

子
文

・
ナ

デ

口
縁

端
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
口

頸
部

粗
い

ハ
ケ

メ
一

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
櫛

描
波

状
文

・
櫛

描
文

、
胴

部
上

半
�

条
�

組
の

櫛
描

文
�

組
そ

の
間

櫛
描

波
状

文
、

下
半

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

中
期（

Ⅱ
期

）
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
�

��

上
半

板
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

下
半

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
上

半
板

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

の
ち

板
ナ

デ
、

下
半

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
消

し
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

前
期

末
・

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
甕

蓋
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

風
化

板
ナ

デ
・

わ
ず

か
に

ユ
ビ

オ
サ

エ
胴

部
上

位
に

沈
線
�
条

・
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

・
一

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

ち
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

前
期

末
・

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
壺

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

手
づ

く
ね

板
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
粗

い
板

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

・
工

具
痕

跡
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

��
�

��
��

弥
生

前
期

末
・

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
鉢

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

ナ
デ

ユ
ビ

オ
サ

エ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
�

��
��

板
ナ

デ
・

ナ
デ

口
縁

端
部

刻
目

、
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
上

位
に

沈
線
�

条
・

ハ
ケ

メ
・

板
ナ

デ
・

ナ
デ

��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
甕

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

風
化

・
口

縁
形

状
が

楕
円

形
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ナ

デ
口

縁
端

部
刻

目
・

ナ
デ

、
胴

部
上

位
に

沈
線
�

条
、

中
位

に
沈

線
�

条
・

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

〜
��
��

��
�〜
��
�

��
��

〜
��
��

弥
生

中
期（

Ⅱ
期

）
弥

生
土

器
　

甕
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

口
縁

部
ナ

デ
、
頸

部
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ
・

貼
り

付
け

突
帯
�
条

の
間

に
沈

線
�
条

、
胴

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

・
中

位
に

貼
り

付
け

突
帯
�

条
の

間
に

沈
線
�

条

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��
�

��
��

弥
生

前
期

末
・

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
壺

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
に

接
合

痕
頸

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

痕
跡

、
胴

部
不

明
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
頸

部
に

沈
線
�
条

と
�
条

、
胴

部
中

位
に

沈
線
�
条

と
�
条

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��

��

焼
成

時
剥

離
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

〜
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

ユ
ビ

ナ
デ

・
板

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

痕
跡

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

、
頸

部
沈

線
�

条
以

上
、

胴
部

に
�
条

・
�
条

・
�
条

の
沈

線
と

そ
の

間
に

三
角

刺
突

文
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
��
�

��
�

��
��

��

内
面

に
接

合
痕

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

一
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
��

�
弥

生
土

器
　

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��

��

第
４

表
　

医
療

技
術

短
期

大
学

地
点

　
土

器
・

陶
磁

器
遺

物
観

察
表
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備

考
調

整
・

文
様

色
調

器
高

㎝
底

径
㎝

口
径

㎝
型

式
ま

た
は

時
期

器
種

報
告

書
の

遺
構

番
号

調
査

時
の

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

内
面

外
面

裏
表

（
復

元
）

（
復

元
）

（
復

元
）

口
縁

部
ハ

ケ
メ

、
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

の
ち

粗
い

ナ
デ

口
縁

端
部

刻
目

、
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

・
上

位
沈

線
�

条
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

甕
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��

��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

〜
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

の
ち

き
れ

い
な

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

�
��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

ち
ナ

デ
・

ハ
ケ

メ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
〜

底
部

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��
�

�
��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
〜

胴
部

ナ
デ

、
底

部
ユ

ビ
オ

サ
エ

・
ナ

デ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
〜

底
部

タ
タ

キ
の

ち
ナ

デ
消

し
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

�
（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
・

板
ナ

デ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
ナ

デ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

断
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ヘ
ラ

の
角

に
よ

る
引

っ
か

き
痕

、
下

半
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ナ

デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
風

化
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
・

ハ
ケ

メ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
風

化
・

剥
離

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

の
境

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

胴
部

上
半

ナ
デ

　
・

ヨ
コ

ナ
デ

、
下

半
〜

底
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ

口
縁

部
ナ

デ
・

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
上

半
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
下

半
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
底

部
ナ

デ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

ち
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

内
面

に
接

合
痕

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
�

�
��

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

�
（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
〜

底
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
〜

底
部

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

�
��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

〜
��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

に
接

合
痕

・
外

面
ス

ス
付

着
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
粗

い
ハ

ケ
メ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

−
−

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

端
部

ナ
デ

、
口

縁
部

〜
胴

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

ナ
デ

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
�

�
��

��

内
面

剥
離

・
内

面
に

接
合

痕
・

搬
入

品
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ
口

縁
端

部
に

打
ち

欠
き

痕
、

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
に

接
合

痕
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ナ

デ

口
縁

端
部

凹
線
�

条
・

ナ
デ

・
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
の

境
に

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

胴
部

タ
タ

キ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

外
面

一
部

風
化

・
搬

入
品

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
及

び
ナ

デ
、

胴
部

上
半

板
ナ

デ
・

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
及

び
ナ

デ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
後

期
弥

生
土

器
　

鉢
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
・

板
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
板

ナ
デ

・
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
後

期
弥

生
土

器
　

鉢
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
風

化
・

剥
離

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ナ
デ

口
縁

部
凹

線
�

条
、

ヨ
コ

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

底
部

タ
タ

キ
の

ち
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

後
期

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��
�
�

��
�
�

��
��

��

ナ
デ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
口

縁
部

凹
線
�

条
、

胴
部

板
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
�

弥
生

後
期

弥
生

土
器

　
鉢

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��



108　遺物観察表
備

考
調

整
・

文
様

色
調

器
高

㎝
底

径
㎝

口
径

㎝
型

式
ま

た
は

時
期

器
種

報
告

書
の

遺
構

番
号

調
査

時
の

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

内
面

外
面

裏
表

（
復

元
）

（
復

元
）

（
復

元
）

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

Ｎ
��

�
�

（
��
��

）
Ｔ

Ｋ
��

〜
��
（
�

Ｃ
後

葉
）

須
恵

器
　

杯
蓋

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��
�
�

��
�
�

��
��

��

方
形

透
か

し
孔
�

か
所

・
傾

き
激

し
い

杯
部

〜
脚

部
回

転
ナ

デ
杯

部
回

転
ナ

デ
・

波
状

文
・

カ
キ

メ
、

脚
部

回
転

ナ
デ

Ｎ
��

Ｎ
��

��
�〜
��
��

��
��

��
��

Ｔ
Ｋ
��

〜
��
（
�

Ｃ
後

葉
）

須
恵

器
　

無
蓋

高
杯

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
�

��
��

��

杯
部

外
面

に
把

手
・

方
形

透
か

し
孔
�
か

所
・
傾

き
激

し
い

杯
部

〜
脚

部
回

転
ナ

デ
杯

部
回

転
ナ

デ
・

波
状

文
・

下
半

に
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

、
脚

部
回

転
ナ

デ
Ｎ
��

Ｎ
��

��
��

〜
��
��

��
��

��
��

Ｔ
Ｋ
��

〜
��
（
�

Ｃ
後

葉
）

須
恵

器
　

無
蓋

高
杯

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
に

接
合

痕
・

透
か

し
孔
�

か
所

杯
部

ナ
デ

、
脚

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
上

部
に

絞
り

痕
杯

部
ヨ

コ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

��
��

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
高

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

透
か

し
孔
�

か
所

杯
部

〜
脚

部
ナ

デ
杯

部
〜

脚
部

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
��

��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

高
杯

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
剥

離
・
��

と
同

一
個

体
？

詳
細

不
明

詳
細

不
明

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
高

杯
（

杯
部

）
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

ａ
��

内
面

剥
離

・
外

面
風

化
・
��

と
同

一
個

体
？

板
ナ

デ
・

上
部

絞
り

痕
ナ

デ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
（
��
��

）
�

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

高
杯

（
脚

部
）

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

ｂ
��

��
�

ｂ
と

同
一

個
体

？
ヨ

コ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

ち
ナ

デ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

高
杯

（
杯

部
）

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��
�

ａ
�

��
ａ

��

内
外

面
接

合
痕

・
透

か
し

孔
�

か
所
��
�

ａ
と

同
一

個
体

？
杯

部
ナ

デ
、

脚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
高

杯
（

脚
部

）
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
�

ｂ
�

��
ｂ

��

板
ナ

デ
板

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

高
杯

（
杯

部
）

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

透
か

し
孔
�

か
所

上
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

ち
ナ

デ
、

下
半

板
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
脚

部
上

半
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

の
ち

ナ
デ

、
下

半
ナ

デ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
（
��
��

）
�

�
Ｃ

後
葉

土
師

器
　

高
杯

（
脚

部
）

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

透
か

し
孔
�

か
所

杯
部

ナ
デ

、
脚

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ナ

デ
杯

部
〜

脚
部

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

（
��
��

）
�

�
�

Ｃ
後

葉
土

師
器

　
高

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
外

面
風

化
板

ナ
デ

・
ナ

デ
？

頸
部
�

条
以

上
の

沈
線

の
ち

刻
目

・
、

胴
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ナ

デ
？

・
�

条
の

沈
線

の
ち

刻
目

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

�
�

弥
生

前
期

中
葉

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��

��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
〜

胴
部

ナ
デ

、
胴

部
上

半
ユ

ビ
オ

サ
エ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

底
部

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
�

弥
生

前
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

端
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
口

縁
部

ヨ
コ

ハ
ケ

メ
、

胴
部

板
ナ

デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

頸
部

螺
旋

状
の

沈
線
�

条
、

胴
部

ハ
ケ

メ
の

ち
一

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
螺

旋
状

の
沈

線
�

条
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

前
期

後
葉

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

粗
い

ナ
デ

頸
部

沈
線
�

条
・

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

前
期

末
・

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

頸
部

ナ
デ

、
胴

部
ユ

ビ
オ

サ
エ

口
縁

端
部

刻
目

、
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
頸

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

頸
部

〜
胴

部
に
�・
�・

��
・
�・
�
以

上
の

半
裁

竹
管

に
よ

る
沈

線
、

そ
の

間
に

三
角

刺
突

文

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
細

頸
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

ナ
デ

・
斜

格
子

文
口

縁
部

凹
線
�
条

・
ハ

ケ
メ

痕
跡

有
り

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
中

期
中

葉
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

内
面

に
接

合
痕

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
中

位
ナ

デ
、

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ヨ
コ

ナ
デ

、
下

半
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

〜
��
��

弥
生

中
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

上
半

ナ
ナ

メ
の

板
ナ

デ
、

下
半

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
端

部
凹

線
�条

・
ヨ

コ
ナ

デ
、胴

部
上

半
粗

い
ハ

ケ
、下

半
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

（
��
��

）
��
�

（
��
��

）
弥

生
中

期
後

葉
弥

生
土

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��

��

��
�

ａ
・

ｂ
接

合
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
中

期
中

葉
〜

後
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

ａ
・

ｂ
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

板
ナ

デ
？

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

一
部

ハ
ケ

メ
痕

跡
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

〜
��
��

��
�

��
��

弥
生

中
期

中
葉

（
Ⅲ

期
）

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

ち
ナ

デ
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
櫛

描
文

・
波

状
文

・
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
中

期
前

葉
弥

生
土

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

外
面

剥
離

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
？

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
痕

跡
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

・
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

ち
ナ

デ
口

縁
端

部
刻

目
、

胴
部

上
半

・
櫛

描
文

・
櫛

描
波

状
文

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

板
ナ

デ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ナ

デ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

ち
軽

い
ナ

デ
ハ

ケ
メ

・
山

形
文

・
多

条
沈

線
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

Ｎ
��
�

�
�

�
弥

生
前

中
期

初
頭

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

ち
ナ

デ
��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
壺

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��
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備

考
調

整
・

文
様

色
調

器
高

㎝
底

径
㎝

口
径

㎝
型

式
ま

た
は

時
期

器
種

報
告

書
の

遺
構

番
号

調
査

時
の

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

内
面

外
面

裏
表

（
復

元
）

（
復

元
）

（
復

元
）

ナ
デ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

痕
跡

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
（
��
�）

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��

��

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
ち

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��
�

��

穿
孔
�

か
所

ナ
デ

ナ
デ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

�
弥

生
弥

生
土

器
　

鉢
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

痕
跡

・
沈

線
�

条
・

下
部

に
タ

テ
の

沈
線

��
�

Ｙ
��
�

��
�

Ｙ
��
�

�
�

�
弥

生
中

期
中

葉
弥

生
土

器
　

高
杯

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�

�
��

�
��
�

��

傾
き

激
し

い
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

口
縁

端
部

凹
線
�

条
・

ヨ
コ

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
メ

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

〜（
��
��

）
（
��
�）

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

・
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

〜
��
��

��
�

（
��
��

）
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

（
��
��

）
��
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

口
縁

端
部

凹
線
�

条
、

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

上
半

タ
タ

キ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
下

半
タ

タ
キ

の
ち

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
��
�

（
��
��

）
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

ａ
・

ｂ
��

��
��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

凹
線
�

条
・

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

�
��

�
��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
口

縁
部

ナ
デ

、
胴

部
タ

タ
キ

の
ち

ナ
デ

、
下

部
タ

タ
キ

の
ち

ハ
ケ

メ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
甕

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

透
か

し
孔
�

か
所

・
外

面
剥

離
・

断
面

に
接

合
痕

杯
部

上
半

ハ
ケ

メ
の

ち
板

ナ
デ

わ
ず

か
に

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

下
半

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

脚
端

部
ナ

デ

杯
部

口
縁

端
部

に
浅

い
凹

線
�
条

・
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
脚

部
凹

線
�

条
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
��

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
高

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

透
か

し
孔
�

か
所

・
断

面
に

接
合

痕
杯

部
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

杯
部

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ナ

デ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
��

（
��
��

）
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

高
杯

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

頸
部

ナ
デ

、
胴

部
上

半
ユ

ビ
オ

サ
エ

、
下

半
ナ

デ

頸
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
、

胴
部

境
板

ナ
デ

、
胴

部
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

下
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

穿
孔
�

か
所

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
タ

タ
キ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

壺
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

外
面

剥
離

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

？
��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
高

杯
（

杯
部

）
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

�
��

�
��
�

��

内
外

面
風

化
・

断
面

に
接

合
痕

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
��

�
弥

生
後

期
中

葉
弥

生
土

器
　

高
杯

（
脚

部
）

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

杯
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
、

脚
端

部
ナ

デ

杯
部

上
位

凹
線
�

条
・

ナ
デ

、
下

半
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

、
脚

部
凹

線
�

条
・

ナ
デ

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
��

��
��

弥
生

後
期

中
葉

弥
生

土
器

　
高

杯
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

Ｎ
��

Ｎ
��

��
�

（
��
�）

（
��
��

）
Ｔ

Ｋ
��（
�

Ｃ
中

葉
）

須
恵

器
　

杯
蓋

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｂ
�
�　

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

内
面

風
化

ナ
デ

ナ
デ

？
・

擬
凹

線
？

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
製

塩
土

器
竪

穴
住

居
Ｓ

Ｂ
��
�

Ｓ
Ｂ
��
�

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

Ｓ
Ｄ
��
�→

Ｓ
Ｄ
��
�に

変
更

�Ｙ
��
�（

胎
土

）
�

Ｙ
��
�

�
�

�
青

磁
碗

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�（

旧
Ｓ

Ｄ
��
�）

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

断
面

に
接

合
痕

・
Ｓ

Ｄ
��
�

→
Ｓ

Ｄ
��
�

に
変

更
��
�

Ｇ
Ｙ
��
�

�
Ｇ

Ｙ
��
�

�
��
�

�
青

磁
碗

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�（

旧
Ｓ

Ｄ
��
�）
・

（
Ｓ

Ｋ
��
�）

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

陶
器

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ａ
�
�　

Ｓ
Ｄ
��
�　

支
流

�
�

�
��
�

��

外
面

風
化

口
縁

ヨ
コ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

、
胴

部
ナ

デ
口

縁
ヨ

コ
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

��
�

Ｙ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

��
��
��

土
師

器
　

甕
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ａ
�
�　

Ｓ
Ｄ
��
�　

支
流

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ハ
ケ

メ
、

頸
部

ナ
デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ハ
ケ

メ
、

頸
部

貼
り

付
け

凸
帯
�
条

、
胴

部
上

位
ハ

ケ
メ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

中
位

貼
り

付
け

凸
帯
�

条
、

下
位

〜
底

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

（
��
��

）
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
壺

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

内
面

風
化

ナ
デ

半
截

竹
管

に
よ

る
沈

線
・

波
状

文
、

ハ
ケ

メ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
（
��
�〜
��
�）

�
弥

生
中

期
初

頭
弥

生
土

器
　

細
頸

壺
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��



110　遺物観察表
備

考
調

整
・

文
様

色
調

器
高

㎝
底

径
㎝

口
径

㎝
型

式
ま

た
は

時
期

器
種

報
告

書
の

遺
構

番
号

調
査

時
の

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

内
面

外
面

裏
表

（
復

元
）

（
復

元
）

（
復

元
）

外
面

剥
離

ナ
デ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
（

摘
み

部
）�
��

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
甕

蓋
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

型
押

し
成

形
緑

釉
��
�

Ｙ
��
�

��
�

��
�

��
�

近
世

末
〜

近
代

磁
器

　
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ａ
�
�　

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
�

�
��

��
�

��

水
の

抜
け

穴
あ

る
も

、
復

元
時

に
ふ

さ
い

で
し

ま
っ

て
い

る

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
胴

部
上

半
ナ

デ
・

ユ
ビ

オ
サ

エ
、

下
半

ナ
デ

・
一

部
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

口
縁

部
〜

頸
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
・

削
り

出
し

凸
帯

上
に
�

条
の

沈
線

、
胴

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

有
段

部
下

に
�

条
の

沈
線

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
��

��
�

��
��

弥
生

前
期

中
葉

弥
生

土
器

　
壺

第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ａ
�
�・

黄
褐

色
シ

ル
ト

ｐ
�
��

��
��

��
�

��

口
縁

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ナ
デ

、
頸

部
ハ

ケ
メ

の
ち

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

胴
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

口
縁

部
〜

頸
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
消

し
・

一
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

頸
部

沈
線
�

条
、

胴
部

ハ
ケ

メ
の

ち
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
一

部
ナ

デ
、

胴
部

中
位

に
沈

線
�

条
、

底
部

板
ナ

デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
��

��
�

（
��
��

）
弥

生
前

期
中

葉
弥

生
土

器
　

壺
第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ｂ
�
�　

包
含

層
Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

内
外

面
風

化
ナ

デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

、
頸

部
�

条
の

貼
り

付
け

凸
帯

文
に

刻
目

と
そ

の
上

下
に

一
部

竹
管

文
、

胴
部

中
位

に
�

条
の

沈
線

と
竹

管
文

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
�

�
弥

生
前

期
末

弥
生

土
器

　
壺

第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ａ
�
�　

黄
褐

色
シ

ル
ト

Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

内
面

剥
離

詳
細

不
明

ハ
ケ

メ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
��

�
弥

生
前

期
弥

生
土

器
　

鉢
第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ａ
�
�　

黄
褐

色
シ

ル
ト

�
��

�
��
�

��

内
面

に
接

合
痕

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
頸

部
に

沈
線
�

条
、

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

痕
跡

�
Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
前

期
中

葉
弥

生
土

器
　

壺
第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ｃ
�
�　

黄
褐

色
シ

ル
ト

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

痕
跡

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

��
�

弥
生

前
期

中
葉

弥
生

土
器

　
鉢

第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ｃ
�
�　

黄
褐

色
シ

ル
ト

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

透
か

し
孔
�

か
所

有
り

ナ
デ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

痕
跡

��
Ｙ

Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
前

期
中

葉
弥

生
土

器
　

鉢
第
�
層（

弥
生

前
期

包
含

層
）

Ａ
�
�　

黄
褐

色
シ

ル
ト

Ｐ
�
��

��
��

��
�

��

透
か

し
孔
�

か
所

・
外

面
及

び
断

面
に

接
合

痕
・

脚
内

上
部

に
爪

痕
ナ

デ
、

端
部

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ

痕
跡

有
り

・
ナ

デ
��

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
��
��

�
�

土
師

器
　

高
杯

（
脚

部
）

遺
物

包
含

層
黄

褐
色

シ
ル

ト（
P
it
 �

）
Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

第
５

表
　

医
療

技
術

短
期

大
学

地
点

　
土

製
品

・
金

属
製

品
遺

物
観

察
表

備
考

重
量

　
ℊ

厚
さ

（
残

厚
）

㎝
幅

（
残

幅
）

㎝
長

さ
（

残
長

）
㎝

種
類

報
告

書
の

遺
構

番
号

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

��
��
�

��
�

��
�

��
�

土
製

円
盤

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｐ
�
��

��
��

��
��

Ｘ
線

写
真

有
り

��
��

��
�

��
�

��
�

棒
状

鉄
製

品
溝

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｃ
�
�・
�

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
�
��

��
��

��

Ｘ
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�
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�
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棒
状

鉄
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Ｓ
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��
�

Ｂ
�
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
�
��

��
��
�
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��
�

��
�

��
�

（
��
�）
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状

土
錘

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ａ
�
�

Ｓ
Ｄ
��
�（

旧
Ｓ

Ｄ
��
�）

Ｐ
�
��
�

��
�
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��
�
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��
��
��

��
�

��
��

��
��

柄
鏡

溝
Ｓ

Ｄ
��
�

Ｓ
Ｄ
��
�（

旧
Ｓ

Ｄ
��
��

Ｐ
�
��
�
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�
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��
�
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��
��
�
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�
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�
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�

土
製

紡
錘

車
第
�
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生
前

期
包

含
層

）
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�

包
含

層
Ｐ
�
��
�
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�
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��
�
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��
��

��
�

��
�
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�

土
製

五
輪

塔
遺

物
包

含
層

Ｂ
�
�

水
田

土
壌

面
Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

��
��

��
��

��
�

��
�

洪
武

通
宝

遺
物

包
含

層
等

Ｂ
�
�

水
田

土
壌

面
Ｐ
�
��
�

��
�

��
��
�

��

��
��

��
��

��
�
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�

寛
永

通
宝

遺
物

包
含

層
等

Ｓ
Ｄ
��
�

Ｐ
�
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�
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�
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�
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医

療
技

術
短

期
大

学
地

点
　

石
器

・
石

製
品

遺
物

観
察

表

備
考

石
材

重
量

　
ℊ

厚
さ

（
残

厚
）

㎝
幅

（
残

幅
）

㎝
長

さ
（

残
長

）
㎝

種
類

報
告

書
の

遺
構

番
号

遺
構

・
層

位
撮

影
番

号
整

理
番

号
図

版
番

号
図

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｂ
�
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
�

�
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
�

�
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��
�

��
�

��
�

��
�

石
核

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��
�

��
�

��
�

��
��

打
製

石
剣

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

緑
色

岩
��
��
�

��
��

��
�

��
�

扁
平

片
刃

石
斧

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

塩
基

性
片

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
�

扁
平

片
刃

石
斧

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

塩
基

性
片

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
��

磨
製

石
庖

丁
土

坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
�

�
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
�

�
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
�

�
��

��
��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
��

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

（
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�）

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

サ
ヌ

カ
イ

ト
��
��

��
�

��
�

��
�

石
鏃

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��

��

粘
板

岩
��
��
�

��
�

��
�

��
�

砥
石

土
坑

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��
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点
紋

塩
基

性
片

岩
��
��
�

��
�

��
�

（
��
�）

敲
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Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��
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色

頁
岩

（
シ

ャ
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ス

タ
イ

ン
）

��
��
�
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�
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�

（
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磨
製

石
庖
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坑
Ｓ

Ｋ
��
�

Ｓ
Ｋ
��
�

Ｓ
�
��

Ｓ
��

��
��
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硅
質

片
岩
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�
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�
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�
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�
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製

石
庖
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Ｓ
Ｄ
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�
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Ｄ
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�
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�
��

Ｓ
��
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質
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岩
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�
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斧
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Ｓ

Ｄ
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�

Ｓ
Ｄ
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�
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��

Ｓ
��
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��
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�
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�
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�
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�
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玉
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Ｓ
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Ｓ
Ｄ
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玉

Ｎ
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Ｓ
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��
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Ｄ
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�
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Ｄ
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Ｓ
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��
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Ｓ
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�
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Ｓ
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Ｓ
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Ｓ
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Ｓ
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採
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Ｄ
��
�
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�
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Ｓ
��
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�
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（
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Ｓ
Ｄ
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Ｄ
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Ｓ
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�
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層

等
Ａ
�
�
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壌
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サ
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カ
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層
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面
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�
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�

��

碧
玉
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管
玉
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物

包
含

層
等
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Ｄ
��
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�
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間
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路
Ｐ
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�
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�
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�
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�
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層
等

Ｃ
�
�

水
田
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壌

面
Ｐ
�
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�
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�
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�
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�
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�
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石
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田
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弓

道
場

立
会

調
査

地
点

　
土

器
・

陶
磁

器
遺

物
観

察
表

備
考

調
整

・
文

様
色

調
器

高
㎝

底
径

㎝
口

径
㎝

型
式

ま
た

は
時

期
器

種
遺

構
・

層
位

撮
影

番
号

整
理

番
号

図
版

番
号

図
内

面
外

面
裏

表
（

復
元

）
（

復
元

）
（

復
元

）

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

ナ
デ

・
沈

線
�

条
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�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
前

期
弥

生
土

器
　

壺
的

場
　

工
事

終
了

後
表

採
Ｐ
�
�

�
��

�
��

ナ
デ

ナ
デ

・
沈

線
�

条
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Ｙ
Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�
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�

�
弥

生
前

期
末
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甕

南
側

　
奈

良
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安
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含
層

Ｐ
�
�

�
��

�
��

ナ
デ

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
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部

ハ
ケ

メ
の

ち
ナ

デ
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

（
��
��

）
弥

生
中

期
初
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弥

生
土

器
　

甕
南

側
ト

レ
ン

チ
埋

め
戻

し
土

中
Ｐ
�
��

��
��

�
��

ナ
デ

・
ユ
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オ

サ
エ

ナ
デ
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Ｙ

Ｒ
��
�

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
（
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弥

生
前

期
弥

生
土

器
　

壺
南

側
ト

レ
ン

チ
埋

め
戻

し
土

中
Ｐ
�
��

��
��

�
��

ナ
デ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

痕
跡

有
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・
円

形
浮
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Ｙ
Ｒ
��
�
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�

Ｙ
Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
後

期
弥

生
土

器
　

壺
南

側
　

奈
良

平
安

包
含

層
Ｐ
�
�

�
��
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��

ナ
デ

ナ
デ
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Ｙ

Ｒ
��
�
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�
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Ｒ
��
�
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�

（
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��

）
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生
弥

生
土

器
　

壺
的
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工
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終
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表

採
Ｐ
�
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ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ
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ナ
デ

・
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メ

�
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Ｒ
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�
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Ｒ
��
�
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�
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壺
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レ
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埋
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土
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Ｐ
�
�

�
��

�
��

ロ
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ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

�
Ｙ
��
�

�
Ｙ
��
�

�
（
��
�）

�
近

世
陶

器
北

側
ト

レ
ン

チ
埋

め
戻

し
土

中
Ｐ
�
�

�
��

�
��

ナ
デ

ナ
デ

��
�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
Ｙ

Ｒ
��
�

�
�

�
弥

生
弥

生
土
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甕
南

側
ト

レ
ン

チ
埋

め
戻

し
土

中
Ｐ
�
��

��
��

�
��
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ラ

ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

��
�

Ｙ
��
�
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Ｙ

Ｒ
��
�

�
（
��
�）

�
弥

生
後

期
弥

生
土

器
　

甕
的

場
　

工
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終
了

後
表

採
Ｐ
�
�

�
��

��
��
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部
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面

に
穿
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ナ

デ
ナ

デ
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�

Ｙ
Ｒ
��
�

��
�
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�
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�

�
弥
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弥
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土

器
　

蓋
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含

層
Ｐ
�
�

�
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��
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転
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デ
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転
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デ
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��
�
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�
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�
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）
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奈
良
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安
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課外活動共用施設建設に伴う発掘調査



図版１

作業風景（南より）

完掘状況（北より）



図版２

第２遺構面全景（北より）

第２遺構面全景（南より）



図版３

第１遺構面全景（北より）

課外活動共用施設の現状（北西より）



図版４

不明遺構 SX３０１

遺物出土状況１

不明遺構 SX３０１

遺物出土状況２

不明遺構 SX３０１

土層



図版５

弥生前期包含層

出土打製石斧

竪穴住居 SB２０１

溝 SD２０１



図版６

溝 SD２０１遺物出土状況

流路 SR２０１

流路 SR２０１土層



図版７

土坑 SK２０１

土坑 SK２０３

ピット SP２０１

遺物出土状況１



図版８

ピット SP２０１

遺物出土状況２

溝 SD１０１・溝 SD１０２・

井戸 SE１０１

溝 SD１０１



図版９

溝 SD１０１集石

溝 SD１０２

井戸 SE１０１



1 2

3 6

4 5

9

7 9

図版１０

課外活動共用施設地点出土遺物１
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課外活動共用施設地点出土遺物５
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課外活動共用施設地点出土遺物６



医療技術短期大学建設に伴う発掘調査



図版１６

第３遺構面全景（南より）

第２遺構面検出状況（北西より）



図版１７

第２遺構面全景（南より）

第２遺構面北半（北西より）



図版１８

第１遺構面全景（北西より）

第１遺構面東半（北より）



図版１９

現地説明会

医療技術短期大学（現医学部保健学科）の現状（東より）
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溝 SD３０１

溝 SD３０１遺物出土状況
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土坑 SK３０３

遺物出土状況３

第５層（弥生前期包含層）

出土土器 A

第５層（弥生前期包含層）

出土土器 B
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第５層（弥生前期包含層）

出土土器 C

第５層（弥生前期包含層）

出土打製石庖丁

第５層（弥生前期包含層）

出土磨製石庖丁
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図版３１

溝 SD２０５全景

溝 SD２０５

勾玉形石製品出土状況
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溝 SD２０７検出状況

溝 SD２０７全景

溝 SD２０７土層
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溝 SD２０９

遺物出土状況１
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土坑 SK２０３

土坑 SK２０４

土坑 SK２０５
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土坑 SK２０６

竪穴住居 SB２０１

溝 SD１０２集石１



図版３８

溝 SD１０２集石２

溝 SD１０２出土鏡

溝 SD１０２出土漆椀
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溝 SD１０２出土木製品

土坑 SK１０１

土坑 SK１０１
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医療技術短期大学地点出土遺物１
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医療技術短期大学地点出土遺物２
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医療技術短期大学地点出土遺物７
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弓道場建設に伴う立会調査



図版５１

弓道場立会調査（西より）

弓道場立会調査（東より）

弓道場現状（北より）
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弓道場立会調査出土遺物



しょう（しょう・くらもと）いせきふ り が な

庄（庄・蔵本）遺跡書 名

徳島大学蔵本団地課外活動共用施設・医療技術短期大学建設に伴う発掘調査報告書、

弓道場建設に伴う立会調査報告書
副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号

中村　豊編 著 者 名

徳島県教育委員会・国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室編 集 機 関

〒��������　徳島市万代町���　　　ＴＥＬ������������

〒��������　徳島市蔵本町������　ＴＥＬ������������
所 在 地

西暦����年�月��日発 行 年 月 日

報告書抄録

調 査 原 因
調 査　

面 積 ㎡
調 査 期 間東 経北 緯

コ　 ー　 ドふ り が な

所 在 地

ふ り が な

所収遺跡名 遺跡番号市町村

徳島大学蔵本団
地課外活動共用
施設・医療技術
短期大学建設に
伴う発掘調査、
弓道場建設に伴
う立会調査

���（課外
活動共用
施設）

��������〜
��������

（課外活動
共用施設）

���度
��分
��秒

��度
�分
�秒

���〜���������徳��島��県��徳��島��市�
とく しま けん とく しま し

�庄��町��丁目��番地
しょう まち

の�・�蔵��本��町��丁
くら もと ちょう

目��番地の�

�庄�
しょう

���（医療
技術短期
大学）

��������〜
��������

（医療技術
短期大学）

特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主な時代種別所収遺跡名

弥生時代前期中葉〜後葉の

居住域
弥生土器・石器溝・土坑弥生時代前期集落庄

弥生土器・石器溝弥生時代中期

弥生時代後期後葉の居住域弥生土器・石器溝・竪穴住居弥生時代後期

古墳時代中期の祭祀溝土師器・須恵器・勾玉形石製品溝古墳時代中期

土師器流路平安時代

瓦器溝鎌倉時代

柄鏡溝・暗渠近世〜近代



����年�月��日印刷・発行

庄（庄・蔵本）遺跡

−徳島大学蔵本団地課外活動共用施設・医療技術短期大学建設に伴う

　　　　　　　発掘調査報告書、弓道場建設に伴う立会調査報告書−

編集・発行�徳島県教育委員会
� �〒��������　徳島市万代町���

� ＴＥＬ������������

� 国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室
� �〒��������　徳島市蔵本町������

� ＴＥＬ������������・����

印　　刷　徳島印刷センター
� 〒��������　徳島市問屋町���

� ＴＥＬ������������


	01 表紙new
	02 とびら.ec6
	03 巻頭カラー.ec6
	03 序文-例言-目次.ec6
	04 00 中表紙.ec6
	05 001-040.ec6
	06 041-092.ec6
	07 093-099.ec6
	08 101-112.ec6
	09 113-131.ec6
	10 133-174.ec6
	11 175-176.ec6



